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台
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に
よ
り
被
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し
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住
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の
清
掃
作
業
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内
外
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の
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ン
テ
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ア
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さ
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の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
市
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テ
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ア
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の
ご
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を
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だ
き
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１日も早い復旧 ・復興に向けて１日も早い復旧 ・復興に向けて
市
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
台
風
15
号
、
台
風
19
号
、
続
く
記
録
的
豪
雨
は
、
本
市
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
家
屋
損
壊
を
は
じ
め
、
道
路
、

水
道
、
電
気
、
電
話
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
、
大
変

不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
も
の
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
生
活
や
産
業
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
、
議
員
は
、
議
会
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
毎
日
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
活
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
災
害
に
対
し
て
は
日
頃
の
備
え
や
、
近
所
の
声
の
掛
け
合
い
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
役
割
の
一
つ
は
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
で
す
。
市
執

行
部
や
国
、
県
及
び
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
助
・
共
助
・

公
助
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
防
災
力
の
向
上
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
災
害
に
強
い
鴨
川
と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
復
旧
・
復
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
自
治
会
長
を
中
心

と
し
た
地
域
の
皆
様
、
消
防
団
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
団
体
、
企
業
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
市
議
会
を
代
表
し
て
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鴨
川
市
議
会　
　
　
　
　

議
長　

庄
司　

朋
代

【主な被害状況】（令和元年10月 30日現在）
＊台風15号	 停電：約18,100軒、断水：5,755戸
	 通行止：国道1カ所、県道４カ所、市道90カ所
	 住宅被害：	全壊２戸、大規模半壊２戸、
	 半壊42戸、一部損壊1,375戸
＊台風19号	 避難：20カ所の避難所に492世帯、981人
＊10.25豪雨	 市内最大総雨量：246ミリ（横渚地内アメダス）
	 床上浸水：５戸、床下浸水：28戸
（注：上記は、鴨川市災害対策本部が取りまとめたものです。）

　

相
次
ぐ
自
然
災
害
の
発
生
と
そ

の
対
応
の
た
め
、
議
会
だ
よ
り
第

59
号
は
、
12
月
１
日
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
９
月
定
例
会
の
ほ

か
、
８
月
の
第
２
回
臨
時
会
及
び

10
月
の
第
３
回
臨
時
会
の
内
容
を

併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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緊急特集　がんばろう鴨川

１日も早い復旧 ・復興に向けて１日も早い復旧 ・復興に向けて

説明を受ける災害ボランティアの皆さん説明を受ける災害ボランティアの皆さん

住宅に流入した土砂の撤去作業住宅に流入した土砂の撤去作業

災害支援物資の配給災害支援物資の配給

連日開催された災害対策本部会議連日開催された災害対策本部会議

自衛隊員による倒木撤去作業自衛隊員による倒木撤去作業

自衛隊員と中学生による土のう作り自衛隊員と中学生による土のう作り
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◎
議
案
第
64
号　
令
和
元
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　
遊
休
施
設
活
用
推
進
事

業
費
２
９
９
０
万
７
０
０
０

円
に
つ
い
て
、
合
宿
所
や

ホ
ー
ル
機
能
な
ど
、
こ
の

内
容
は
い
つ
決
ま
っ
た
の
か
。

ま
た
、
こ
の
計
画
に
は
地
元

の
意
見
が
し
っ
か
り
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

去
る
８
月
２
日
の
地
元

説
明
会
に
お
い
て
、
基
本
的

な
方
向
に
つ
い
て
は
ご
理
解

　
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
の
28
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
25
議
案
と
議
員
提
出
の
１
件
の
発

議
案
の
う
ち
、
23
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
答
申
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）な
ど
３
議
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
請
願
１
件
は
、
審
査
し
た
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
４
日
・
５
日
に
は
、
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
関
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
に
は
、
平
松
健
治
議
員
・
福
原
三
枝
子
議
員
・
佐
久
間
章
議
員
・
佐
々

木
久
之
議
員
・
佐
藤
和
幸
議
員
・
杉
田
至
議
員
・
本
𠮷
正
和
議
員
・
長
谷
川
倫
秀

議
員
が
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

９月定例会議
案
に
対
す
る
質
疑

平
成
平
成
3030
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
2323
議
案
を
可
決

・
答
申
・
認
定

議
案
を
可
決

・
答
申
・
認
定

を
い
た
だ
け
た
も
の
と
判
断

し
、
基
本
構
想
と
い
う
形
で

決
定
し
た
。
ま
た
、
全
体
コ

ン
セ
プ
ト
や
整
備
構
想
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
小
湊
ま
ち

づ
く
り
会
議
等
で
の
議
論
を

反
映
し
た
。

　
民
業
を
圧
迫
す
る
恐
れ

の
あ
る
合
宿
所
に
つ
い
て
は

慎
重
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
実
施
設
計
の
仕
様
は

ど
の
よ
う
に
作
成
す
る
の
か
。

　

基
本
構
想
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
、
基
本
設
計
の

中
で
具
体
的
な
施
設
・
設
備

の
仕
様
を
決
定
し
て
い
き
た

い
。

　
　
小
湊
小
・
中
学
校
跡
地

等
活
用
事
業
と
し
て
見
込
む

総
予
算
は
。

　

基
本
構
想
の
中
で
は
、

旧
小
中
学
校
な
ど
、
６
つ
の

施
設
の
状
況
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
整
備
方
針
を
整
理
し
た
。

　

い
ま
だ
不
確
定
な
要
素
が

多
分
に
あ
る
も
の
の
、
こ
の

構
想
に
基
づ
く
整
備
を
前
提

と
し
た
場
合
、
総
事
業
費
は

お
お
む
ね
10
億
円
程
度
と
試

算
し
て
い
る
。

　
旧
小
湊
小
学
校
の
屋
内

運
動
場
に
つ
い
て
は
、
多
目

的
に
利
用
で
き
る
体
育
館
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

と
改
修
費
用
の
見
込
み
は
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
屋
内
ス
ポ
ー

ツ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
を
活

用
し
た
吹
奏
楽
や
ダ
ン
ス
な

ど
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
、

音
響
や
照
明
、
空
調
設
備
等

の
改
修
を
実
施
し
、
ホ
ー
ル

機
能
も
兼
ね
備
え
た
施
設
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
改
修
費
は
、
基
本

構
想
上
の
概
算
で
あ
る
が
、

１
億
４
２
５
０
万
円
と
試
算

し
て
い
る
。

　
こ
の
構
想
は
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
と
合

致
し
て
い
る
の
か
。

　

小
湊
ま
ち
づ
く
り
会
議

や
１
０
０
人
会
議
な
ど
、
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
尊

重
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。　

耐
震
補
強
工
事
等
が
実

施
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
、

構
想
に
あ
る
よ
う
な
転
用
や

廃
止
に
関
す
る
処
分
制
限
は
。

　

国
庫
補
助
金
等
の
交
付

か
ら
10
年
が
経
過
し
た
場
合

や
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
公

共
施
設
へ
の
転
用
等
に
つ
い

て
は
補
助
金
等
の
返
還
が
な

く
、
文
部
科
学
大
臣
へ
の
報

告
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
天
津
小
湊
小
学
校
施
設

改
修
事
業
費
２
億
６
９
９
０

万
円
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期

に
補
正
予
算
を
計
上
す
る
理

由
、
及
び
こ
れ
を
全
額
繰
り

越
し
と
し
た
理
由
は
。

　
屋
内
運
動
場
改
修
に
係

る
国
庫
補
助
の
交
付
決
定
が

６
月
に
通
知
さ
れ
た
こ
と
か

ら
今
回
の
補
正
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
保
育
園

や
学
校
行
事
な
ど
へ
の
配
慮

か
ら
年
度
内
竣
工
が
見
込
め

な
い
た
め
、
併
せ
て
繰
越
明 旧小湊小学校校舎と屋内運動場旧小湊小学校校舎と屋内運動場
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許
費
を
設
定
し
た
も
の
で
あ

る
。　

ご
み
処
理
施
設
方
向
性

検
討
業
務
委
託
料
３
８
５
万

円
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
に

補
正
計
上
す
る
理
由
は
。

　

ご
み
処
理
中
継
施
設
の

整
備
が
１
年
２
カ
月
ほ
ど
先

延
ば
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
５
月
ま
で
の
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
稼
働
に
つ
い
て
、

修
繕
も
含
め
て
早
急
に
検
討

す
る
た
め
で
あ
る
。

　
既
存
の
破
砕
処
理
施
設

は
、
中
継
施
設
の
将
来
的
な

運
営
計
画
の
中
で
一
体
的
に

管
理
さ
れ
る
の
か
。

　

将
来
的
に
は
新
し
く
建

設
さ
れ
る
中
継
施
設
へ
の
移

設
を
考
え
て
い
る
。

　
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

施
設
改
修
等
工
事
費
２
５
３

万
円
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト

カ
ー
テ
ン
の
導
入
理
由
と
具

体
的
な
工
事
内
容
は
。

　

高
速
バ
ス
の
実
証
運
行

等
に
伴
う
夜
間
利
用
や
駐
車

場
の
終
日
開
放
が
見
込
ま
れ

る
な
か
、
施
設
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
強
化
策
と
し
て
、
ト
イ

レ
を
除
く
建
屋
へ
侵
入
防
止

ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器

購
入
費
37
万
６
０
０
０
円
に

つ
い
て
、
災
害
時
の
避
難
所

と
さ
れ
て
い
る
公
民
館
等
へ

の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

は
。　

本
庁
舎
、
支
所
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
16
施
設

に
加
え
、
新
た
に
10
カ
所
へ

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

避
難
所
と
な
る
市
内
の
公

民
館
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す

べ
て
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

◎
議
案
第
69
号　
鴨
川
市
特

別
職
の
職
員
及
び
一
般
職
の

職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
市
長
の
給
料
を
減
額
す

る
理
由
は
、
ま
た
減
額
の
期

間
の
決
定
方
法
は
。

　
一
般
廃
棄
物
中
継
施
設

整
備
に
係
る
再
公
告
の
事
務

に
関
し
て
、
公
告
行
為
は
適

切
に
行
っ
て
お
り
、
法
的
に

は
問
題
が
な
い
と
の
認
識
で

あ
る
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
記
載
に
不
十
分
な
部
分

が
あ
っ
た
た
め
、
市
政
を
あ

ず
か
る
者
と
し
て
、
そ
の
責

任
を
痛
感
し
提
出
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

減
額
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

執
行
部
の
中
で
協
議
の
う
え
、

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

◎
認
定
第
１
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
に
当
た
り
、

財
政
の
弾
力
性
や
健
全
性
を

示
す
主
な
指
標
の
総
括
を
い

た
だ
き
た
い
。

　

暫
定
値
を
含
む
が
、
財

政
力
指
数
は
０
・
53
、
経
常

収
支
比
率
が
96
・
２
％
、
財

政
調
整
基
金
現
在
高
は
13

億
４
３
０
９
万
円
、
地
方
債

現
在
高
が
１
９
３
億
２
１
４

６
万
円
で
あ
る
。

　
県
内
他
市
と
の
比
較
や

こ
れ
ら
数
値
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

　

県
下
37
市
の
中
で
は
い

ず
れ
も
低
位
に
位
置
付
け
ら

れ
、
さ
ら
な
る
財
政
の
健
全

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
財
政
運
営
の
硬
直
化
を

端
的
に
示
す
経
常
収
支
比
率

に
つ
い
て
、
向
こ
う
５
年
間

は
ど
の
程
度
の
水
準
で
推
移

す
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　

お
お
む
ね
96
％
台
で
推

移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
小
学
校
及
び
中
学
校
に

導
入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
学
習
面
で
の
効
果
は
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の

場
や
活
用
方
法
が
格
段
に
広

が
っ
た
こ
と
、
個
別
学
習
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
何
か
。

　

便
利
な
機
器
を
い
か
に

効
果
的
に
活
用
で
き
る
の
か
、

教
職
員
の
指
導
力
向
上
を
図

り
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

◎
認
定
第
５
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
繰
入
金
に
よ
り
、
病
院

会
計
と
し
て
は
約
３
８
６
３

万
５
０
０
０
円
の
純
利
益
を

計
上
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

一
般
会
計
等
か
ら
の
任
意
の

繰
出
金
に
つ
い
て
は
何
ら
か

の
基
準
や
ル
ー
ル
作
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

任
意
の
繰
出
金
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
る
一
般

会
計
の
一
般
財
源
を
原
資
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

額
の
決
定
に
関
す
る
基
準
づ

く
り
等
は
必
要
で
あ
り
、
早

急
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

◎
議
案
第
54
号　
鴨
川
市
行

政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

反
対　
佐
藤　
和
幸　
議
員

　

自
動
販
売
機
を
設
置
す
る

場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

現在稼働中の破砕処理施設現在稼働中の破砕処理施設
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他
の
条
例
と
も
整
合
性
を
図

り
、
運
用
に
当
た
り
混
乱
や

誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
な
条

例
の
全
体
的
な
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

◎
議
案
第
64
号　
令
和
元
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

反
対　
佐
々
木　
久
之　
議
員

　

小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
、
当
初
、

議
長
宛
て
に
鴨
川
温
泉
及
び

小
湊
の
両
旅
館
業
協
同
組
合

よ
り
反
対
の
要
望
書
が
提
出

さ
れ
、
そ
の
３
日
後
に
は
同
意

書
が
提
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
や

り
と
り
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を

見
る
限
り
、
地
域
へ
の
説
明
不

足
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
と
れ
て

い
な
い
と
考
え
る
。

　

基
本
設
計
と
実
施
設
計
を

分
け
、
基
本
設
計
が
終
了
し

た
後
に
地
域
の
皆
様
に
説
明

し
、
意
見
を
い
た
だ
い
た
後
、

実
施
設
計
に
移
る
よ
う
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成　
秋
山　
貢
輔　
議
員

　

今
回
の
補
正
予
算
４
億
７

９
２
４
万
７
０
０
０
円
に
は
、

天
津
小
湊
小
学
校
屋
内
運
動

反
対　
平
松　
健
治　
議
員

場
改
修
事
業
、
天
津
小
湊
保

育
園
を
認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
さ
せ
る
保
育
園
改
修
事
業

な
ど
、
少
子
化
が
進
む
本
市

に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
事

業
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
湊
小
・
中
学
校

跡
地
等
活
用
事
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
基
本
設
計
に
お
い

て
、
地
域
の
皆
様
、
各
種
団

体
と
確
認
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
と
の
議
論
も
な
さ
れ
た
。

　

今
後
予
想
さ
れ
る
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
も
必
要
な

事
業
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

た
だ
き
、
健
全
な
財
政
運
営

を
図
る
こ
と
を
希
望
し
、
賛

成
と
す
る
。

　

小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
、
建
設

事
業
予
定
地
で
あ
る
小
湊
地

区
に
は
す
で
に
多
く
の
宿
泊

施
設
が
あ
り
、
あ
え
て
公
に

よ
る
宿
泊
施
設
の
建
設
は
不

要
で
あ
る
。

　

予
算
を
小
湊
地
区
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り
予
算

に
切
り
か
え
る
こ
と
を
希
望

し
、
反
対
と
す
る
。

賛
成　
本
𠮷　
正
和　
議
員

　

今
回
の
補
正
予
算
４
億
７

９
２
４
万
７
０
０
０
円
は
、

平
成
30
年
９
月
の
補
正
予
算

１
億
６
８
６
０
万
７
０
０
０

円
と
比
較
す
る
と
、
３
億
１

０
６
４
万
円
の
大
幅
な
増
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
主
な
要

因
は
、
天
津
小
湊
小
学
校
屋

内
運
動
場
改
修
事
業
に
２
億

６
９
９
０
万
円
の
費
用
を
要

し
た
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の

事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る

た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
り
、

財
源
も
国
の
補
助
金
や
有
利

な
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
無
償
化

に
係
る
事
業
費
を
は
じ
め
、

児
童
虐
待
対
策
事
業
や
認
定

こ
ど
も
園
化
の
た
め
の
保
育

園
改
修
事
業
費
な
ど
も
計
上

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施

策
は
本
市
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
手
助
け
す
る
も
の
と
考
え

る
。

　

財
政
状
況
が
逼
迫
し
て
い

る
中
で
は
あ
る
が
、
行
財
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
真
に

必
要
な
事
業
を
実
施
し
て
い

る
点
を
評
価
し
、
賛
成
と
す

る
。反対　

佐
藤　
和
幸　
議
員

　

小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
活
性
化
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

地
域
の
皆
様
か
ら
も
切
望
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
事

業
自
体
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の

一
連
の
や
り
と
り
を
見
る
と
、

市
内
関
係
団
体
に
対
し
、
執

行
部
か
ら
の
説
明
が
行
き
届

い
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、

学
校
施
設
の
改
修
等
の
必
要

な
予
算
も
含
ま
れ
て
お
り
、

一
括
で
反
対
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
地
域
に
本

当
に
求
め
ら
れ
、
活
用
さ
れ

る
施
設
整
備
を
行
う
た
め
に

も
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

賛
成　
鈴
木　
美
一　
議
員

　

小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

市
を
訪
れ
る
お
客
を
増
や
し
、

ま
た
、
こ
の
施
設
だ
け
で
合

宿
を
全
て
収
容
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
合
宿
地
鴨

川
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
ば
、

市
内
宿
泊
施
設
に
も
相
乗
効

果
を
与
え
る
も
の
と
考
え
、

賛
成
と
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の

皆
様
、
関
係
団
体
、
議
会
に

対
し
て
も
説
明
不
足
で
あ
る

と
考
え
る
。
執
行
部
に
は
、

し
っ
か
り
と
き
め
細
か
く
、

皆
さ
ん
を
納
得
で
き
る
よ
う
、

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

説
明
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
要
望
す
る
。

賛
成　
杉
田　
　
至　
議
員

　

小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
遊

休
施
設
の
有
効
活
用
を
積
極

改修を計画する天津小湊小学校屋内運動場改修を計画する天津小湊小学校屋内運動場
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的
に
推
進
す
る
観
点
に
お
い

て
賛
成
す
る
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
や
関
係
諸

団
体
の
意
見
も
し
っ
か
り
と

取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
す
る
。

反
対　
渡
邉　
　
仁　
議
員

　

小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
に
新

た
に
宿
泊
施
設
を
建
設
す
る

こ
と
が
本
当
に
地
域
住
民
の

望
ん
だ
活
用
内
容
な
の
か
疑

問
に
感
じ
る
。

◎
認
定
第
１
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

賛
成　
長
谷
川　
倫
秀　
議
員

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
な
ど
の
特
定
財
源
を
確

保
し
つ
つ
、
市
道
貝
渚
大
里

線
な
ど
の
市
道
整
備
事
業
の

推
進
、
水
道
事
業
の
施
設
更

新
工
事
に
対
す
る
繰
出
金
な

ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る

安
全
対
策
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
関
す
る
事
業
が
着
実
に
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
評
価
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の

財
政
状
況
は
、
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
ま
た
、
今

後
も
長
期
に
及
ぶ
事
業
を
含

め
多
く
の
施
策
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
い
鴨

川
づ
く
り
に
向
け
た
財
政
等

適
正
化
基
本
方
針
の
取
り
組

み
を
着
実
に
し
っ
か
り
と
実

行
し
て
い
た
だ
き
、
一
層
の

市
民
福
祉
の
向
上
を
図
ら
れ

る
よ
う
、
要
望
す
る
。

◎
請
願
第
２
号　
鴨
川
市
国

保
病
院
の
建
て
替
え
計
画
に

関
す
る
請
願
書

賛
成　
久
保　
忠
一　
議
員

　

長
狭
地
区
に
医
療
機
関
は

絶
対
に
必
要
で
あ
る
が
、
現

在
の
国
保
病
院
の
病
床
稼
働

率
、
予
想
さ
れ
る
近
隣
を
含

め
た
患
者
数
な
ど
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
、
ま
た
、
財
政
が
硬

直
化
し
て
い
る
本
市
の
財
政

面
か
ら
も
、
在
宅
医
療
を
メ

イ
ン
に
行
う
有
床
ク
リ
ニ
ッ

ク
等
へ
の
転
換
な
ど
に
今
か

ら
で
も
見
直
し
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

◎
議
案
第
64
号　
令
和
元
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　
遊
休
施
設
活
用
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
は

地
域
の
方
の
意
見
を
聞
い
た

う
え
で
作
成
し
た
も
の
か
。

　

１
０
０
人
会
議
と
小
湊

地
区
の
皆
様
、
関
係
団
体
等

で
構
成
す
る
検
討
会
議
で
の

意
見
を
反
映
し
な
が
ら
決
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
地
域
の
方
の
意
見
を
取

り
入
れ
た
中
で
、
こ
の
時
期

に
要
望
書
、
あ
る
い
は
同
意

書
が
提
出
さ
れ
る
の
は
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

常任委員会の
審査内容

 　
予
算
常
任
委
員
会

　各常任委員会に付託された議案の
審査内容の主なものを掲載します。

　
　

今
後
、
基
本
設
計
を
作

り
上
げ
て
い
く
中
で
、
皆
様

の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
基
本
設
計
と
実
施
設
計

を
一
括
で
計
上
し
て
い
る
理

由
は
。

　

地
域
の
皆
様
、
関
係
団

体
等
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た

基
本
設
計
を
作
成
し
、
そ
の

合
意
が
得
ら
れ
た
後
に
実
施

設
計
に
移
り
た
い
。

　

日
蓮
聖
人
生
誕
８
０
０
年

祭
に
あ
わ
せ
て
竣
工
さ
せ
る

こ
と
が
、
最
善
と
考
え
一
括

と
し
た
。

　
総
事
業
費
と
財
源
の
見

込
み
は
。

　

総
事
業
費
は
、
お
お
む

ね
10
億
円
で
、
財
源
は
補
助

金
や
過
疎
対
策
事
業
債
の
活

用
を
考
え
て
い
る
。

　

過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用

に
は
、
過
疎
計
画
へ
の
位
置

付
け
が
必
要
な
の
で
現
在
、

過
疎
計
画
の
変
更
を
県
と
協

議
し
て
い
る
。

　
移
住
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
南
房
総
市
な
ど
で
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
で
農
地
付
き

の
住
宅
を
取
り
扱
っ
て
い
る

が
、
本
市
は
ど
う
か
。

　

本
年
度
の
空
き
家
バ
ン

ク
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
り
、

農
業
委
員
会
と
協
議
・
検
討

す
る
。

　
児
童
虐
待
対
策
事
業
に

新
た
に
弁
護
士
や
医
師
が
加

わ
る
と
い
う
こ
と
か
。

　

重
篤
な
ケ
ー
ス
が
発
生

し
た
場
合
、
個
別
相
談
、
法

的
な
見
地
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
。

　
ご
み
処
理
施
設
方
向
性

検
討
業
務
の
中
で
、
今
回
の

よ
う
な
災
害
が
起
き
た
場
合
、

災
害
ご
み
の
置
き
場
に
で
き

る
施
設
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

今
回
の
災
害
を
教
訓
と

し
て
、
検
討
し
て
い
く
。今回設置された今回設置された

災害ごみ仮置き場の様子災害ごみ仮置き場の様子
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天
津
小
湊
小
学
校
屋
内

運
動
場
改
修
事
業
に
つ
い
て
、

耐
震
診
断
の
結
果
は
。

　

耐
震
基
準
は
ク
リ
ア
し

て
い
る
。

◎
認
定
第
１
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
県
が
実
施
し
た
サ
ル
の

成
育
調
査
に
お
け
る
本
市
の

結
果
は
。

　

県
内
全
域
の
群
れ
は

１
３
１
群
で
あ
り
、
本
市
に

は
そ
の
う
ち
の
27
群
が
生
息

し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
サ
ル
の
目
撃
情
報

は
５
９
５
件
と
い
う
結
果
で

あ
る
。

　
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

機
能
拡
充
事
業
に
お
け
る
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
基
本
設
計

業
務
の
契
約
方
法
、
応
募
事

業
者
数
及
び
受
託
事
業
者
は
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

を
採
用
し
、
応
募
の
あ
っ
た

５
社
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
結
果
、
鴨
川
観
光

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
株
式
会

社
が
受
託
し
た
。

　
実
際
に
は
ス
ー
パ
ー
ソ

ニ
ッ
ク
と
言
う
会
社
が
業
務

を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

適
正
に
審
査
し
た
の
か
。

　

複
合
事
業
体
で
の
受
託

で
、
内
容
的
に
も
適
切
と
の

認
識
で
あ
る
。

　
★
１
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
運

営
強
化
補
助
金
に
つ
い
て
、

鴨
川
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
株
式
会
社
の
機
能
強
化
の

内
容
、
こ
れ
ま
で
の
委
託
額

は
。　

千
葉
県
初
の
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
し
て
登
録

す
る
た
め
、
新
た
な
人
材
の

登
用
や
人
材
育
成
、
観
光

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
作
成
に
よ

る
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
等
を
行
っ
た
。

　

委
託
額
は
、
平
成
29
年
度

が
２
０
０
０
万
円
、
平
成
30

年
度
が
１
８
０
０
万
円
で
あ

る
。　

鴨
川
観
光
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
株
式
会
社
へ
の
運

営
費
以
外
の
補
助
金
の
推
移

と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
化
時
期
の
見

込
み
は
。

　

株
式
会
社
化
さ
れ
る
前

も
含
め
た
実
績
で
、
平
成
25

年
度
が
３
８
０
０
万
円
、
平

成
26
年
度
が
２
０
０
０
万
円
、

平
成
27
年
度
が
３
５
５
０
万

円
、
平
成
28
年
度
が
１
４
６

５
万
２
０
０
０
円
、
平
成
29

年
度
が
１
３
５
０
万
円
、
平

成
30
年
度
は
９
０
０
万
円
を

交
付
し
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
化
に
つ
い
て

は
、
５
つ
の
登
録
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
が
、
令
和

２
年
度
の
申
請
を
目
指
し
、

し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い
き

た
い
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
強
化
委
託
料

に
つ
い
て
、
委
託
先
と
内
容
、

委
託
額
は
。

　
　

委
託
先
は
市
内
の
豊
島

ま
ゆ
み
事
務
所
で
、
前
原
・

横
渚
海
岸
周
辺
の
魅
力
づ

く
り
に
関
す
る
計
画
推
進
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
と
し
て
、

月
15
回
程
度
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
派

遣
、
附
帯
業
務
等
の
洗
い
出

し
、
活
用
方
法
の
検
討
・
実

施
、
勉
強
会
の
開
催
、
推
進

委
員
会
で
の
意
見
聴
取
・
取

り
ま
と
め
な
ど
で
あ
る
。

　

委
託
額
は
、
平
成
30
年
度

が
２
４
１
１
万
８
０
０
０
円
、

令
和
元
年
度
は
２
６
８
４
万

８
０
０
０
円
で
、
累
計
委
託

額
は
約
５
１
０
０
万
円
弱
と

な
る
。

　
民
間
事
業
者
参
入
支
援

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
も
委

託
先
が
同
じ
だ
が
、
な
ぜ
、

別
の
業
務
な
の
に
成
果
物
は

ひ
と
つ
な
の
か
。

　

魅
力
的
な
環
境
づ
く
り
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
必
要
な

民
間
事
業
者
や
業
種
の
選
定
、

整
備
手
法
の
調
査
な
ど
の
支

援
業
務
で
あ
り
、
内
容
的
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
体
制
強
化
業
務
と
共
通
の

部
分
が
あ
る
た
め
一
括
納
品

と
な
っ
た
。

　
な
ぜ
随
意
契
約
だ
っ
た

の
か
。

　

能
力
や
実
績
か
ら
判
断

し
、
最
適
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。

◎
議
案
第
53
号　
鴨
川
市
印

鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
旧
氏
の
一
部
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
と
は
。

　

現
在
も
氏
、
氏
と
名
の

一
部
、
氏
名
で
の
登
録
が
可

能
だ
が
、
今
後
は
旧
氏
の
使

用
が
可
能
と
な
る
。

　
旧
氏
を
使
用
し
た
印
鑑

登
録
証
明
書
の
場
合
、
本
人

 　
決
算
常
任
委
員
会

　
総
務
常
任
委
員
会

機能拡充が図られる機能拡充が図られる
総合交流ターミナル総合交流ターミナル

前原・横渚海岸周辺の前原・横渚海岸周辺の
魅力づくりを推進魅力づくりを推進
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と
同
等
扱
い
と
な
る
。

意
見　

ど
の
よ
う
な
形
が
適

切
な
の
か
、
適
切
で
な
い
部

分
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
改
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

反
対
討
論　

し
っ
か
り
精
査

し
、
総
合
調
整
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

◎
議
案
第
63
号　
成
年
被
後

見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
成
年
被
後
見
人
、
あ
る

い
は
被
補
佐
人
に
該
当
す
る

者
が
公
務
員
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

　
一
律
に
公
務
員
の
資
格

等
か
ら
排
除
す
る
仕
組
み
を

改
め
、
資
格
等
に
ふ
さ
わ
し

い
能
力
が
あ
る
か
を
個
別
的
・

実
質
的
に
審
査
を
行
い
、
判

断
し
て
い
く
。

◎
議
案
第
65
号　
令
和
元
年

度
鴨
川
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
基
金
積
立
金
２
９
９
９

万
９
０
０
０
円
、
予
備
費

２
２
３
４
万
１
０
０
０
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
額
を
増

や
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
は
。

　

療
養
費
の
不
足
等
、
予

備
費
か
ら
の
支
出
も
考
慮
し

た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
構
成

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

◎
認
定
第
２
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　
広
域
化
し
初
め
て
の
決

算
と
な
る
が
、
国
保
加
入
世

帯
の
税
負
担
は
。

　
一
世
帯
当
た
り
の
税
負

担
額
は
14
万
４
７
７
円
、
平

成
29
年
度
が
14
万
２
７
３

１
円
な
の
で
２
２
５
４
円
、

１・６
％
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
人
当
た
り
の
税
負
担
額
に

つ
い
て
は
９
万
２
８
０
５
円
、

平
成
29
年
度
が
９
万
２
２
３

２
円
な
の
で
５
７
３
円
、
０・

６
％
上
昇
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
被
保
険
者
数
の
減

少
や
所
得
状
況
の
変
化
等
に

よ
る
も
の
で
、
負
担
は
横
ば

い
と
考
え
て
い
る
。

　
保
険
税
の
負
担
感
が
大

き
い
中
、
そ
の
抑
制
に
向
け

た
県
の
方
針
は
。

　
一
部
の
市
町
村
か
ら
県

内
市
町
村
の
保
険
税
水
準
の

統
一
を
目
指
す
べ
き
と
の
意

見
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
将

来
的
な
保
険
税
水
準
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
一
般
管
理
事
務
費
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
修
正
委
託
料
と
賦

課
徴
収
費
の
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
は
広
域
化
に
伴
う
も

の
な
の
か
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
委

託
は
、
高
額
療
養
費
な
ど
制

度
改
正
に
伴
う
改
修
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
は
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正

に
伴
い
、
改
正
後
の
制
度
に

対
応
で
き
る
よ
う
改
修
し
た

も
の
で
あ
る
。

◎
議
案
第
55
号　
鴨
川
市
総

合
運
動
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　

使
用
料
の
表
記
が
消
費

税
を
含
め
た
金
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
他
の
条
例
で
も
同

様
の
扱
い
と
し
て
い
る
の
か
。

　

消
費
税
を
含
め
た
金
額

表
記
が
基
本
だ
が
、
土
地
取

引
な
ど
金
額
が
変
動
す
る
も

の
の
場
合
は
、
税
率
表
記
と

し
て
い
る
。

　
先
の
６
月
議
会
で
も
同

じ
条
例
の
一
部
改
正
が
提
出

さ
れ
た
が
、
今
回
の
提
出
理

由
は
。

　

６
月
議
会
で
は
、
消
費

税
率
変
更
に
伴
う
改
正
で
あ

り
、
今
回
は
新
し
い
料
金
体

系
へ
の
移
行
に
伴
う
も
の
で

あ
る
。

◎
議
案
第
59
号　
鴨
川
市
地

域
資
源
総
合
管
理
施
設
の
設

 

建
設
経
済
常
任
委
員
会

確
認
の
方
法
は
。

　

本
人
確
認
を
行
っ
た
後

に
住
民
票
に
旧
氏
を
併
記
す

る
。
印
鑑
登
録
証
明
書
に
は
、

現
在
の
氏
名
に
加
え
、
旧
氏

も
記
載
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ

を
も
っ
て
確
認
が
可
能
で
あ

る
。

◎
議
案
第
54
号　
鴨
川
市
行

政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
自
動
販
売
機
を
建
物
等

に
設
置
す
る
場
合
は
1
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
６
６
０
円
、

屋
外
に
設
置
す
る
場
合
は

６
０
０
円
と
な
る
の
は
な
ぜ

か
。　

課
税
対
象
の
関
係
で
、

更
地
の
土
地
の
使
用
料
は
非

課
税
取
引
と
な
り
、
建
物
は

課
税
取
引
と
な
る
た
め
で
あ

る
。　

総
合
運
動
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
で
は

屋
外
で
あ
っ
て
も
６
６
０
円

と
な
っ
て
い
る
が
。

　

総
合
運
動
施
設
一
帯
を

施
設
と
捉
え
る
た
め
、
屋
内

総合運動施設に総合運動施設に
設置されている自動販売機設置されている自動販売機
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置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
棚
田
倶
楽
部
の
郷
土
料

理
実
習
室
の
利
用
実
績
は
。

　

大
山
千
枚
田
保
存
会
が

通
年
で
利
用
し
て
い
る
。

◎
議
案
第
61
号　
鴨
川
市
水

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　

指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
指
定
に
係
る
更
新
手

数
料
を
１
万
５
０
０
０
円
と

し
た
根
拠
と
近
隣
市
町
の
金

額
は
。

　

更
新
事
務
に
係
る
人
件

費
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗
品

費
、
通
信
費
、
そ
の
他
の
経

費
を
積
算
し
た
も
の
で
、
安

房
地
域
は
全
て
同
額
で
あ
る
。

　

５
年
ご
と
の
更
新
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の

審
査
方
法
及
び
現
在
の
登
録

業
者
数
は
。

　

新
規
登
録
の
際
と
同
様

の
書
類
審
査
を
行
う
。

　

現
在
の
登
録
業
者
数
は
１

０
８
社
で
あ
る
。

◎
議
案
第
68
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
水
道
事
業
会
計
利

益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

　
決
算
を
総
括
し
て
の
状

況
は
。

　

平
成
30
年
度
純
利
益
は
、

翌
年
度
以
降
の
企
業
債
償
還

に
充
て
る
た
め
に
積
み
立
て

を
行
い
、
令
和
元
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
に
か
け
て
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
企
業
債
の
償
還

に
備
え
て
い
く
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
末
の

企
業
債
残
高
は
約
29
億
円
で

あ
る
が
、
令
和
６
年
度
末
に

は
約
20
億
円
ま
で
減
少
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
今
回
の
台
風
15
号
の
断

水
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今

後
の
災
害
対
応
は
。

　

停
電
時
対
応
の
た
め
の

非
常
用
発
電
機
や
配
水
地
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
、
安

定
し
た
給
水
が
実
現
で
き
る

よ
う
施
設
の
整
備
を
行
っ
て

い
く
。

◎
認
定
第
５
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
と
比
較
す

る
と
、
年
間
入
院
患
者
数
は

９
４
０
人
増
、
こ
れ
に
対
し

年
間
外
来
患
者
数
は
１
３
２

３
人
の
減
と
な
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
事
業
収
益
は

１
億
１
２
０
８
万
３
７
７
円

の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
理
由
は
。

　

平
成
30
年
度
は
、
２

年
に
１
度
の
診
療
報
酬
の
改

定
の
年
度
で
あ
り
、
そ
の
内

容
が
増
改
定
で
あ
っ
た
た
め
、

外
来
患
者
数
は
減
少
し
て
い

る
が
、
収
益
的
に
は
、
平
成

29
年
度
よ
り
増
収
と
な
っ
た
。

　
外
来
患
者
の
確
保
、
患

者
の
利
便
性
確
保
の
た
め
の

送
迎
事
業
の
取
り
組
み
は
。

　

平
成
30
年
度
で
は
、
一

カ
月
当
た
り
70
件
、
年
間
で

約
８
４
０
件
の
無
料
送
迎
を

行
っ
た
。

　

送
迎
の
対
象
は
、
受
診
が

必
要
な
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

等
と
し
、
病
院
を
中
心
に
捉

え
た
市
内
及
び
近
隣
市
町
を

範
囲
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
事
業
収
入
の
他
会
計
負

担
金
約
１
億
６
２
８
５
万
円

に
つ
い
て
、
国
か
ら
特
別
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
金
額
は

年
額
ど
の
程
度
か
。

　

１
床
当
た
り
89
万
９
０

０
０
円
に
病
床
数
を
乗
じ
た

額
は
６
２
９
３
万
円
と
な
る

が
、
こ
の
金
額
の
８
割
に
、
財

政
力
指
数
に
よ
り
一
定
の
割
合

を
乗
じ
た
金
額
が
交
付
さ
れ
る
。

◎
請
願
第
２
号　
鴨
川
市
国

保
病
院
の
建
て
替
え
計
画
に

関
す
る
請
願
書

反
対
討
論　
災
害
時
に
市
民

を
支
え
る
、
こ
れ
か
ら
の
公

的
医
療
を
推
進
す
る
、
ま
ち

の
活
性
化
を
支
え
る
、
こ
の

新
国
保
病
院
の
３
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
、
地
域
を
支

え
る
中
核
医
療
機
関
と
し
て

安
定
し
た
病
院
運
営
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
議
会
と
し
て
経
営

改
善
に
向
け
た
議
論
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
も
果
た
し
て
き
て
お
り
、

令
和
３
年
２
月
の
開
院
を
目

指
し
、
す
で
に
本
年
９
月
13

日
に
本
体
新
築
工
事
の
契
約

も
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
不
採
択
と
さ
れ
た
い
。

賛
成
討
論　

長
狭
地
域
に

医
療
機
関
が
必
要
な
こ
と
、

市
長
が
70
床
を
確
保
し
て
、

し
っ
か
り
と
経
営
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
気
込
み
、
そ
し

て
急
性
期
病
床
か
ら
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
へ
の
転
換
な
ど

に
つ
い
て
も
理
解
は
す
る
が
、

南
房
総
地
域
に
お
い
て
、
果

た
し
て
こ
の
計
画
で
採
算
が

あ
が
っ
て
い
く
の
か
。
財
政

が
硬
直
し
て
い
く
中
で
、
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
よ
う

な
選
択
を
し
て
い
く
こ
と

は
、
市
民
の
意
見
を
総
合
す

る
と
、も
う
一
度
立
ち
止
ま
っ

て
見
直
し
、
検
討
し
て
い
く

必
要
性
が
高
い
と
考
え
る
の

で
、
採
択
と
さ
れ
た
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

外来患者確保に取り組む送迎車外来患者確保に取り組む送迎車
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平成30年度 　決算の概要
　市の予算が適正に執行されたか、本会議や決算常任委員会などで慎重審議し、全て
の会計決算を認定しました。平成３０年度の決算状況については下記のとおりです。

会 計 別 決 算 状 況
会　計　別 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 １７１億６,００６万６,５０１円 １６６億９,００４万９,１３１円 ４億７,００１万７,３７０円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 ４３億５,９０８万８,９５５円 ４２億８,８６１万２,０３３円 ７,０４７万６,９２２円

介護保険特別会計 ４３億８,９９５万　  ２３７円 ４２億７,５３６万９,３３２円 １億１,４５８万　  ９０５円

後期高齢者医療特別会計 ４億６,３６１万８,２２１円 ４億６,１８７万６,８８５円 １７４万１,３３６円

企
業
会
計

水道事業会計
収 益 的 １５億８,５３４万３,０２２円 １３億２,７０８万４,３７２円 ２億５,８２５万８,６５０円

資 本 的 ２億８,４０５万２,０００円 ８億４,１２７万７,１１６円 △５億５,７２２万５,１１６円

病院事業会計
収 益 的 ８億８,５３２万７,０９３円 ８億５,４４７万６,５３０円 ３,０８５万　  ５６３円

資 本 的 ７,４３８万１,９４０円 ９,７６１万２,８７６円 △２,３２３万　  ９３６円

合　　計 ２９２億０,１８２万７,９６９円 ２８８億３,６３５万８,２７５円 ３億６,５４６万 ９,６９４円

主 な 事 業 成 果

1,607万円

4億
3,060万円6,655万円

一般会計一般会計
市道貝渚大里線改良工事市道貝渚大里線改良工事
　国道 128号線から主要地方道千葉鴨川線のアクセスに向けた　国道 128号線から主要地方道千葉鴨川線のアクセスに向けた
改良工事が行われました。決算額には、平成 29年度繰越分工改良工事が行われました。決算額には、平成 29年度繰越分工
事費を含んでいます。事費を含んでいます。

一般会計一般会計
天津・小湊地区小学校の統合天津・小湊地区小学校の統合
　平成 31年 4月の天津小湊小学校の開校に向けた整備が行わ　平成 31年 4月の天津小湊小学校の開校に向けた整備が行わ
れました。れました。

水道事業会計水道事業会計
水道施設の更新水道施設の更新
　古くなった水道管等の更新や、横渚・保台浄水場監視制御設　古くなった水道管等の更新や、横渚・保台浄水場監視制御設
備の更新が行われました。備の更新が行われました。

病院事業会計病院事業会計
市立国保病院の建設（実施設計費）市立国保病院の建設（実施設計費）
　令和3年2月の新病院開院に向けた実施設計が行われました。　令和3年2月の新病院開院に向けた実施設計が行われました。

［ イメージ ］［ イメージ ］

1億
5,177万円

（注）：下線付き決算額は、平成30年度の金額であり、全体の事業費を表記したものではありません。
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市
民
会
館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
建
物
の
解
体
時
期
に
つ
い
て

　
来
年
度
に
は
取
り
壊
し
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る

明政会
佐々木  久之 議員

　
学
校
跡
地
等
遊
休
施
設

の
活
用
状
況
に
つ
い
て
。

　
旧
太
海
小
学
校
及
び
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立

地
状
況
等
か
ら
多
く
の
見
学

の
申
し
出
や
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
本
年
６

月
24
日
か
ら
民
間
事
業
者
に

よ
る
利
活
用
に
関
す
る
提
案

を
募
集
し
、
３
件
の
応
募
が

あ
っ
た
。
今
後
は
９
月
24
日

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
、
契
約
に
向
け
た
必

要
な
手
続
き
等
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
。

　

旧
主
基
小
学
校
、
旧
江
見

小
学
校
に
つ
い
て
は
、「
み

ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
掲
載
以
降
、
施
設
活
用
の

問
い
合
わ
せ
は
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
校
舎
の
耐
震
性
能

が
不
足
し
て
い
る
状
況
か
ら

公
共
施
設
の
管
理
計
画

に
つ
い
て

現
状
の
ま
ま
で
は
活
用
で
き

な
い
事
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
と

な
り
、
具
体
的
な
活
用
に
結

び
つ
く
方
策
を
定
め
る
事
は

か
な
わ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

旧
小
湊
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
今
定
例
会
に
お
い
て
基

本
設
計
、
実
施
設
計
に
係
る

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
老
朽
化
し
た
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
旧
曽
呂
小
学
校
へ

の
移
転
に
つ
い
て
。

　
平
成
28
年
3
月
に
策
定

し
た
第
三
次
五
カ
年
計
画
で

は
「
建
物
が
老
朽
化
し
た
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
旧
曽
呂
小

学
校
に
移
転
す
る
」
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
平

成
28
年
度
に
旧
曽
呂
小
学
校

校
舎
を
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

公
民
館
の
機
能
を
併
せ
持
つ

施
設
へ
改
修
す
る
計
画
を
検

討
し
た
が
、
改
修
工
事
費
や

管
理
運
営
面
で
課
題
が
あ
り
、

現
在
は
小
湊
小
・
中
学
校
跡

地
等
活
用
事
業
計
画
の
中
で

「
展
示
室
」、「
屋
内
文
化
活

動
・
市
民
活
動
の
発
表
の
場
」

を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
の
で
、
小
湊
小
・
中

学
校
跡
地
等
活
用
事
業
計
画

を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

　
鴨
川
市
民
会
館
の
取
り

壊
し
時
期
に
つ
い
て
。

　
本
市
と
し
て
も
現
施
設

を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く

こ
と
は
、
エ
リ
ア
全
体
の
景

観
や
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
適
切

で
は
な
い
と
判
断
し
、
来
年

度
に
取
り
壊
し
を
実
施
す
べ

く
設
計
予
算
等
、
必
要
な
経

費
を
12
月
補
正
予
算
に
計
上

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

太
海
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
計
画
は
。

　
　

駐
車
場
と
釣
堀
施
設
に

つ
い
て
は
、
そ
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
鴨
川
観
光
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
株
式
会
社

に
貸
出
し
、
夏
休
み
期
間
限

定
で
営
業
し
た
。
な
お
、
釣

堀
施
設
は
好
評
で
あ
っ
た
た

め
、
営
業
期
間
を
延
長
し
、

本
年
度
末
ま
で
営
業
す
る
。

　

今
後
も
使
用
で
き
る
部
分

は
最
低
限
の
維
持
・
活
用
を

行
い
、
既
存
建
物
等
の
取
り

壊
し
を
前
提
と
し
て
、
地
権

者
や
地
域
の
皆
様
と
土
地
賃

貸
借
契
約
の
在
り
方
等
を
含

め
検
討
を
重
ね
、
具
体
的
な

方
針
を
定
め
て
い
く
。

　

建
物
の
解
体
に
つ
い
て
は
、

取
り
壊
し
に
係
る
財
源
の
確

保
や
手
法
な
ど
の
課
題
を
検

討
し
、
本
年
度
中
に
準
備
を

進
め
、
来
年
度
に
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
公
民
館
の
改
修
を
含
め

た
計
画
に
つ
い
て
。

　
耐
震
補
強
工
事
が
未
実

施
の
公
民
館
は
田
原
、
吉
尾
、

太
海
の
３
館
と
、
本
年
度
に

診
断
を
実
施
す
る
曽
呂
公
民

館
で
あ
る
。
雨
漏
り
や
漏
水
、

空
調
設
備
の
不
具
合
な
ど
老

朽
化
に
伴
う
修
繕
に
つ
い
て

は
、
緊
急
度
を
考
慮
し
な
が

ら
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い

く
。

　

な
お
、
本
年
度
は
江
見
、

東
条
公
民
館
講
堂
の
エ
ア
コ

ン
入
替
工
事
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
６
館
の
消
防
設
備

の
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

太海フラワー磯釣りセンター
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★
２
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
は

　
積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
く

誠和会
秋山  貢輔 議員

　
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
。

　
寄
附
金
の
獲
得
の
た
め

に
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
充

実
と
多
様
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
情
報
発
信
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
返
礼
品

は
、
本
年
４
月
の
１
５
２
品

か
ら
８
月
末
に
は
２
１
３
品

と
、
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
の
支
払
い
が
可
能
な
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
電
子
感
謝

券
」
の
導
入
な
ど
も
、
鴨
川

観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
株

式
会
社
、
商
工
会
青
年
部
な

ど
と
連
携
し
て
、
今
後
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　
鴨
川
を
ふ
る
さ
と
に
持

つ
皆
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ
を

含
め
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

関
す
る
情
報
発
信
に
つ
い
て
。

寄
附
金
を
拡
大
し
て
い

く
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
の

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ン
を
変
更
し
、

同
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
、
本
市
の
お
す
す
め
情
報

や
最
新
情
報
等
を
投
稿
す
る
。

　

ま
た
、
鴨
川
観
光
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
株
式
会
社
の
強

み
を
活
か
し
、
カ
モ
旅
等
の

情
報
発
信
ツ
ー
ル
や
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、

広
く
情
報
発
信
も
行
う
。

　

さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ

た
鴨
川
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様

へ
の
発
信
な
ど
、
広
く
支
援

を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

　
寄
附
し
て
く
れ
た
皆
様

が
、
寄
附
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
寄
附
金

の
使
い
道
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
。

　
寄
附
金
の
使
い
道
の
お

知
ら
せ
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

リ
ピ
ー
タ
ー
、
本
市
の
フ
ァ

ン
獲
得
に
は
、
事
業
者
の
取

り
組
み
も
重
要
と
考
え
、
生

産
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
レ

シ
ピ
の
送
付
の
事
例
を
紹
介

す
る
な
ど
、
今
後
も
事
業
者

の
皆
様
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

推
進
す
る
。

　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
。

　
個
別
の
事
業
に
対
す
る

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
事
業
へ
の
応

援
や
Ｐ
Ｒ
効
果
を
得
る
た
め

の
機
会
と
し
て
も
有
効
と
考

え
、
来
年
度
の
当
初
予
算
編

成
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
寄
附
者
に
共
感
を
得
ら

れ
る
事
業
に
つ
い
て
、
導
入

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
寄
附
い
た
だ
い
た
方
が
、

事
業
の
進
捗
状
況
等
を
見
守

れ
る
体
制
を
構
築
す
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
わ

る
皆
さ
ん
へ
、
あ
ら
た
め
て

市
長
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
は
。

　

昨
年
度
、
千
葉
県
一

位
の
寄
附
を
集
め
た
長
生

村
は
６
憶
円
（
本
市
は

１
億
６
０
０
０
万
円
）、
寄

附
件
数
は
５
万
件
（
本
市
は

２
５
０
０
件
）
で
あ
る
。
寄

附
件
数
で
は
20
倍
も
の
差
が

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
本
市
に

は
伸
び
し
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
企
業

も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
含
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
き
ち
ん
と
整
理
し
、
営

業
の
ツ
ー
ル
と
な
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
り
な
ど
も
行
い
、

自
身
を
営
業
マ
ン
の
一
人
と

し
て
ノ
ル
マ
を
課
し
、
そ
れ

を
市
民
の
皆
様
に
も
発
表
し

な
が
ら
、
目
標
の
達
成
の

た
め
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

ふるさと納税のしくみ
鴨川市へ 5 万円寄付します。
地域のために使ってください。

ありがとうございます。
お礼に特産品をお送りします。

ふるさと太郎さん
より 5 万円の寄付が

ありました。

わかりました。
ふるさと太郎さん

の住民税より
4 万 8 千円（5 万円
- 2 千円）を控除
（減額）します。ふるさと太郎さん

の住んでいる自治体

住民税のお知らせです。
来年度のふるさと太郎さんの住民税は２０万円ですが、

4 万 8 千円を控除（減額）して１５万 2 千円です。

ふるさと太郎さん、
年間１５万 2 千円の
住民税を給与から天

引きします。

ふるさと太郎さん
の勤務先

ふるさと太郎さん
会社員

鴨川市
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無所属
杉田　至 議員

　
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
地
域
の
拡
大
は
？

　
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
、
前
向
き
に
検
討
し
て
行
く
！

　
昨
年
の
12
月
か
ら
長
狭

地
区
を
対
象
に
実
証
運
行
さ

れ
て
い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

利
用
状
況
は
。

　
令
和
元
年
８
月
ま
で
の

９
カ
月
間
に
68
日
の
運
行
を

実
施
し
、
利
用
者
数
は
延
べ

１
４
８
人（
１
日
当
た
り
２・

２
人
）
の
利
用
実
績
と
な
っ

て
お
り
、
当
初
の
見
込
み
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
利
用
促
進
を
図
る
た
め

の
対
策
は
。

　
制
度
の
周
知
と
利
用
者

登
録
の
増
加
を
図
る
た
め
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布

や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
の
ほ

か
、
今
後
は
お
試
し
乗
車
券

の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
を
中

心
と
し
て
、
日
常
生
活
の
移

動
手
段
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
は

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

利
用
状
況
等
に
つ
い
て

大
き
い
。
利
用
促
進
を
図
り

な
が
ら
、
段
階
的
に
運
行
地

域
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

　
既
存
の
公
共
交
通
機
関

の
な
か
で
、
持
続
可
能
な
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
状
に

応
じ
た
運
行
に
つ
い
て
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
限
定
と
な
る
も

の
の
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
も
含

め
た
公
共
交
通
機
関
の
運
行

経
費
は
、
過
疎
対
策
事
業
の

対
象
と
な
る
の
で
、
経
費
の

節
減
と
財
源
の
捻
出
方
法
と

し
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　

６
月
定
例
会
本
会
議

で
の
答
弁
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

施
設
の
整
備
工
期
を
延
長
し
、

あ
ら
た
め
て
事
業
者
を
再
々

公
募
す
る
理
由
と
は
何
か
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
の
開
催
を
控
え
、
鉄
骨
や

ボ
ル
ト
等
の
資
材
類
の
不
足

が
見
込
ま
れ
、
応
募
事
業
者

か
ら
当
初
の
工
期
を
順
守
で

き
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る

辞
退
届
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
工
期
延
長
に
伴
う
今
後

の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
令

和
４
年
５
月
ま
で
の
工
期
へ

と
変
更
し
、
施
設
稼
働
も
１

年
２
カ
月
遅
れ
て
、
令
和
４

年
６
月
か
ら
の
見
込
み
で
あ

る
。　

清
掃
セ
ン
タ
ー
が
稼
働

停
止
し
た
場
合
の
対
応
策
は
。

　
民
間
ま
た
は
近
隣
自
治

体
の
焼
却
施
設
へ
外
部
搬
出

し
て
処
理
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

　

今
回
の
再
々
公
募
は
、

関
係
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
事
務
手
続
き
と
し

て
適
正
な
の
か
。

　
適
正
と
判
断
し
て
い
る
。

　
先
の
臨
時
会
で
予
算
化

さ
れ
た
施
設
整
備
等
に
係
る

債
務
負
担
行
為
は
、
契
約
事

務
等
の
時
期
か
ら
、
こ
れ
を

見
直
し
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
関
係
法
令
の
解
釈
も
含

め
指
摘
事
項
を
検
証
し
、
適

正
な
事
務
執
行
に
努
め
た
い
。

　
施
設
の
建
設
用
地
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
地
元
対
策

も
含
め
て
僅
か
１
カ
月
余
り

し
か
な
い
が
、
こ
の
期
間
を

見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

　
昨
年
12
月
の
実
施
方
針

の
公
表
時
か
ら
す
る
と
十
分

な
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
を
請
負
う
た

め
に
は
、
地
元
事
業
者
を
代

表
企
業
と
す
る
特
定
目
的
会

社
を
組
織
す
る
こ
と
が
条
件

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
用

地
確
保
の
期
間
に
つ
い
て
、

地
元
事
業
者
か
ら
は
何
ら
の

意
見
や
申
し
出
が
な
か
っ
た

の
か
。

　
実
施
方
針
の
公
表
以
降
、

用
地
の

確
保
に

関
す
る

質
疑
等

は
一
切

な
い
。

提
言

再
度
の
事
務
手
続
き
が
必

要
と
な
っ
た
一
般
廃
棄
物

中
継
施
設
の
整
備
及
び
運

営
事
業
に
つ
い
て

予約制乗合タクシー予約制乗合タクシー

コミュニティバスコミュニティバス

圧縮ゴミ運搬車両圧縮ゴミ運搬車両
（イメージ）（イメージ）
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公明党
福原  三枝子 議員

　
観
光
な
ど
情
報
発
信
の
取
組
み
内
容
、
課
題
、
対
策
は

　
市
民
・
観
光
客
な
ど
に
必
要
な
情
報
が
的
確
に
行
き
渡
る
情
報
発
信
体
制
を
構
築

　

各
情
報
発
信
の
内
容
、

市
の
予
算
な
ど
は
。

　
広
報
誌
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
広
報
係
が
分
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
、
本
年
度
予
算
は
広
報

誌
が
１
２
３
４
万
９
０
０
０

円
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
１
０

３
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
は

城
西
国
際
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
作
成
で
83
万
１
６
０
０
円
、

こ
の
他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
に
よ
る
情
報
発
信

も
行
っ
て
い
る
。

　
観
光
政
策
に
お
け
る
情

報
発
信
の
取
組
み
は
。

　
鴨
川
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
株
式
会
社
を
主
体
に
、

情
報
発
信
の
取
組
み
に

つ
い
て

市
、
観
光
協
会
、
旅
館
業
協

同
組
合
な
ど
の
持
つ
情
報
を

一
つ
に
集
約
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
紙

版
「
Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｚ
ｉ
ｎ
ｅ
」

な
ど
を
発
行
し
て
い
る
。

　
情
報
発
信
の
課
題
と
対

策
は
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

最
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら

５
年
経
過
し
、
デ
ザ
イ
ン
や

機
能
面
で
課
題
が
あ
る
た
め
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

を
図
り
、
市
全
体
の
広
報
力

を
向
上
さ
せ
て
い
く
。

　
観
光
面
で
は
、
情
報
の
整

理
や
方
向
性
の
確
認
、
発
信

方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
、「
鴨
川
に
行
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
動
機
付
け
と
な

る
魅
力
あ
る
情
報
発
信
と
し

て
、
★
３
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

① 

観
光
施
設
等
の
ニ
ー
ズ
調

査
と
近
隣
市
町
村
と
千
葉

県
と
の
連
携
を
。

② 

観
光
地
の
整
備
を
し
て
か

ら
情
報
発
信
す
る
。

③ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
相

談
す
る
。

④ 

地
元
の
写
真
家
・
画
家
に

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
へ
の

協
力
依
頼
。

⑤ 
市
の
魅
力
は
、
市
民
の
皆

様
と
共
有
し
、
市
外
、
世

界
に
通
ず
る
情
報
発
信
を
。

　

17
の
目
標
の
14
番
目

「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

と
あ
る
。
プ
ラ
ご
み
な
ど
に

関
し
て
漁
業
者
と
の
連
携
は
。

　
平
成
30
年
６
月
改
正
の

海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の

漂
流
ご
み
が
新
た
に
法
の
対

象
と
し
て
加
え
ら
れ
た
。　

　

国
の
施
策
動
向
や
、
県
の

地
域
計
画
の
変
更
等
に
注
視

し
な
が
ら
漁
業
者
と
の
連
携

を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　

来
年
度
か
ら
実
施
の

新
学
習
指
導
要
領
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
が
反
映
さ
れ
る
が
、

児
童
生
徒
の
学
習
機
会
の
確

保
は
。

　
将
来
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
が
浸
透
し
た
社
会
に
お
い

て
、
積
極
的
に
役
割
を
果
た

す
こ
と
の
で
き
る
児
童
生
徒

の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

　
鴨
川
市
特
定
空
家
等
実

態
調
査
の
活
用
は
。

　
こ
の
調
査
は
、
８
９
４

件
の
各
建
物
に
つ
い
て
現
地

調
査
を
行
い
、
利
活
用
の
可

能
性
を
４
つ
の
ラ
ン
ク
に
分

類
し
、
空
き
家
等
台
帳
と
し

て
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
創
設
は
。

　
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
っ
て
い

た
移
住
希
望
者
へ
の
空
き
家

紹
介
を
強
化
す
る
た
め
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
や
運

用
に
よ
る
不
動
産
資
源
の
利

活
用
で
、
本
市
の
移
住
・
定

住
施
策
の
よ
り
一
層
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

★
４
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

み
に
つ
い
て

移
住
政
策
と
空
き
家
バ

ン
ク
に
つ
い
て

SDGs のロゴSDGs のロゴ

提
言
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有
害
鳥
獣
肉
、
ジ
ビ
エ
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う

　
販
路
拡
大
や
加
工
品
開
発
等
、
ジ
ビ
エ
の
活
用
に
取
り
組
む

　
毎
年
、
総
務
省
か
ら
ふ

る
さ
と
納
税
に
関
す
る
現
況

調
査
が
発
表
さ
れ
る
が
、
調

査
結
果
を
活
用
し
て
い
る
か
、

ま
た
、
活
用
し
て
い
た
場
合
、

そ
の
分
析
結
果
を
反
映
さ
せ

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
の
状
況
を
分
析
す

る
と
、
情
報
発
信
が
弱
い
こ

と
、
寄
附
件
数
が
多
い
１
万

円
程
度
の
金
額
帯
の
寄
附
が

少
な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

よ
り
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

掘
り
起
こ
し
や
、
認
知
度
向

上
を
図
り
、
広
く
情
報
発
信

し
て
い
く
こ
と
な
ど
に
取
り

組
み
、
寄
附
者
の
利
便
性
を

図
る
た
め
★
５
マ
ル
チ
ペ
イ
メ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
宿

泊
、
食
事
の
際
に
使
用
で
き

る
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
電

子
感
謝
券
」の
導
入
を
進
め
る
。

★
２
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

誠和会
川股 盛二 議員

　
　
国
は
地
方
自
治
体
に
寄

附
し
た
企
業
の
税
負
担
を
軽

く
す
る
地
方
創
生
応
援
税
制
、

い
わ
ゆ
る
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
運
用
を
見
直
し
、
寄

附
対
象
と
な
る
事
業
の
範
囲

を
広
げ
る
ほ
か
、
自
治
体
が

将
来
に
備
え
て
資
金
を
た
く

わ
え
る
基
金
に
も
寄
附
し
や

す
く
し
、
地
域
活
性
化
に
向

け
た
自
治
体
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
利
用
し
た
企
業

の
税
軽
減
に
つ
い
て
、
来
年

度
か
ら
税
負
担
を
軽
減
す
る

割
合
を
現
在
の
約
６
割
か
ら

約
９
割
に
広
げ
、
時
限
措
置

を
２
０
２
４
年
度
ま
で
延
長

す
る
案
を
２
０
２
０
年
度
税

制
改
正
要
望
に
盛
り
込
む
こ

と
を
公
表
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
地
方
創
生

へ
の
資
金
の
流
れ
を
促
し
、

企
業
の
税
軽
減
率
の
引
き
上

げ
に
よ
る
寄
附
額
が
大
幅
に

伸
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
、

ぜ
ひ
と
も
組
織
等
を
準
備
し
、

早
期
に
取
り
組
む
こ
と
を
提

案
す
る
。

　
企
業
版
の
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
は
、
２
０
１
９
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
大
幅
な

運
用
改
善
が
図
ら
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
事
業
実
施

に
向
け
地
方
創
生
推
進
交
付

金
と
の
併
用
を
可
能
と
し
た

こ
と
、
複
数
の
事
業
の
実
施

を
目
的
と
す
る
基
金
の
設
置

を
認
め
る
こ
と
、
企
業
か
ら

の
寄
附
の
払
込
時
期
を
弾
力

化
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

今
後
、
国
の
動
向
等
、
情

報
収
集
に
努
め
、
積
極
的
な

活
用
に
向
け
、
実
施
体
制
も

含
め
て
迅
速
な
対
応
が
図
れ

る
よ
う
整
備
を
進
め
る
。

　
近
年
、
海
岸
線
を
中
心

に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
特
に
観
光
客
が
多
く
な

る
シ
ー
ズ
ン
に
多
く
見
ら
れ
、

こ
の
問
題
は
深
刻
で
市
民
の

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
片

付
け
て
も
、
翌
日
に
は
再
度

ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
防
止
す
る
た
め

鴨
川
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
条
例
が
あ
る
が
、
20
年
以

上
見
直
し
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
当
時
か
ら
は
状
況
が
激
変

し
て
い
る
中
で
、
美
化
重
点

指
定
地
区
の
見
直
し
や
罰
則

強
化
な
ど
、
条
例
の
改
正
を

含
め
た
防
止
策
を
伺
う
。

　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
禁

止
す
る
看
板
の
設
置
や
市
民

の
方
へ
の
看
板
の
無
料
配
布

を
行
い
、
市
民
や
本
市
を
訪

れ
る
皆
様
へ
の
啓
蒙
、
周
知

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
や
市
委
嘱
の

不
法
投
棄
監
視
員
巡
廻
に
よ

り
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
条
例

制
定
か
ら
20
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
例

に
お
け
る
ポ
イ
捨
て
の
罰
則

強
化
、
対
象
を
市
内
全
域
と

す
る
な
ど
、
新
た
な
対
応
策
、

見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

鴨
川
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

海岸ボランティア清掃の様子海岸ボランティア清掃の様子
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ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
て
、
市
が
行
っ
て
い
る
支
援
は

　
生
活
支
援
と
共
に
、
自
立
支
援
や
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る

　
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し

て
行
っ
て
い
る
支
援
は
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
給
付

事
業
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

自
立
支
援
給
付
費
の
支
給
事

業
に
よ
り
、
就
業
に
必
要
な

訓
練
を
受
け
る
場
合
の
費
用

に
つ
い
て
給
付
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
家
庭
児
童
相
談

室
を
開
設
し
て
、
虐
待
、
生

活
困
窮
、
養
育
な
ど
の
相
談

に
の
っ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
国
民
の
７
人

に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、

ひ
と
り
親
世
帯
で
は
半
数
以

上
が
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、
鴨
川
市
全
体
の
就

学
援
助
認
定
者
、
要
保
護
、

準
要
保
護
の
数
と
割
合
は
。

　
令
和
元
年
５
月
１
日
現

在
の
就
学
援
助
認
定
者
数
は

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に

つ
い
て

無所属
本𠮷  正和 議員小

学
生
１
３
２
人
で
、
内
訳

は
生
活
保
護
家
庭
で
あ
る
要

保
護
１
人
、
生
活
保
護
に
準

ず
る
困
窮
状
態
に
あ
る
準
要

保
護
１
３
１
人
で
あ
り
、
小

学
生
全
体
の
９・
９
％
に
相

当
す
る
。

　

中
学
生
は
62
人
で
、
内
訳

は
要
保
護
１
人
、
準
要
保
護

61
人
、
中
学
生
全
体
の
９
・

７
％
相
当
で
あ
り
、
小
中
学

生
い
ず
れ
も
10
人
に
１
人

が
就
学
援
助
認
定
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　
就
学
援
助
制
度
の
概
要

は
。　

義
務
教
育
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
経
費
を
援
助
す

る
制
度
で
、
必
要
な
経
費
と

は
、
学
用
品
費
、
学
校
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
等
で
、
平

成
30
年
度
実
績
で
は
、
小
学

生
９
５
５
万
９
８
８
０
円
、

中
学
生
７
５
４
万
４
４
５
６

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
10
人
に
１
人
が
対
象
者

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字

が
ま
さ
に
子
ど
も
の
貧
困
を

裏
付
け
て
い
る
数
字
で
あ
る

と
認
識
す
る
。

　
本
市
で
は
各
小
学
校
に
お

い
て
月
２
回
、
土
曜
ス
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
お

母
さ
ん
が
働
い
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
ど
も
を
こ
の

土
曜
ス
ク
ー
ル
に
勧
誘
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

　
こ
の
土
曜
ス
ク
ー
ル
に

は
共
働
き
世
帯
は
も
と
よ
り
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
も
参

加
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

費
用
は
、
年
間
８
０
０
円

の
保
険
代
と
材
料
費
等
の
実

費
だ
け
で
あ
り
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
内
向
的
だ
っ
た
子
ど
も

が
外
交
的
に
な
っ
た
、
家

で
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
て
い
た

子
ど
も
が
毎
回
の
参
加
を
楽

し
み
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
、
限
ら
れ
た
友
達
し
か
い

な
か
っ
た
子
ど
も
に
、
多
く

の
友
達
が
で
き
た
な
ど
の
報

告
が
あ
る
。

　

今
後
は
土
曜
ス
ク
ー
ル
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
学
校
以

外
で
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
の
選
択
肢
が
広
が

る
よ
う
に
努
力
す
る
。

　
君
津
地
域
廃
棄
物
処
理

事
業
に
参
加
す
る
に
当
た
り
、

後
発
で
負
担
割
合
の
小
さ
い

本
市
は
、
木
更
津
市
を
は
じ

め
と
す
る
君
津
地
域
４
市
に

対
し
て
控
え
め
と
な
る
の
が

自
然
だ
と
思
う
が
。

　
ま
た
、
特
別
目
的
会
社
に

つ
い
て
は
、
参
加
７
自
治
体

が
同
じ
額
の
出
資
金
を
出
す

の
も
、
発
言
力
を
醸
成
す
る

１
つ
の
考
え
方
だ
と
思
う
が
。

　
６
市
１
町
の
首
長
で
組

織
す
る
広
域
廃
棄
物
処
理
事

業
協
議
会
で
は
、
７
自
治
体

が
対
等
の
立
場
で
重
要
方
針

の
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
目
的
会
社
の

設
立
時
に
は
、
出
資
比
率
を

均
等
割
り
と
す
る
こ
と
で
協

議
が
進
ん
で
い
る
。

　
中
継
施
設
の
建
設
工
事

費
を
な
る
べ
く
圧
縮
で
き
れ

ば
と
考
え
る
が
。

　
事
業
者
と
の
対
面
的
対

話
の
中
で
も
極
力
節
約
で
き

る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

可
燃
ご
み
中
継
施
設
に

つ
い
て

土曜スクールの様子土曜スクールの様子
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交
通
事
故
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
は

　
事
故
事
例
を
活
用
し
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る

　

本
年
６
月
交
差
点
に
お
い

て
市
有
車
両
に
よ
る
交
通
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
過
去
５
年
間
の
事
故
発

生
状
況
と
過
失
割
合
は
。

　
平
成
26
年
か
ら
30
年
ま

で
の
５
年
間
で
17
件
発
生
し
、

そ
の
内
、
市
の
過
失
割
合
が

１
０
０
％
で
あ
る
事
故
は
、

約
７
割
と
な
る
12
件
で
、
そ

の
多
く
は
駐
車
し
て
い
る
相

手
方
の
車
両
に
衝
突
す
る
な

ど
の
状
況
で
あ
る
。

　

車
両
を
運
転
す
る
際
に
は

周
囲
を
充
分
に
注
視
す
る
こ

と
が
原
則
だ
が
、
ほ
ん
の
少

し
の
気
の
緩
み
に
よ
り
事
故

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
事

象
が
大
半
で
あ
る
。

　
職
員
に
対
す
る
事
故
防

止
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

交
通
安
全
体
制
に
つ
い
て

誠和会
佐久間 章 議員

　
　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

交
通
事
故
根
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
鴨
川
警
察

署
員
を
講
師
と
し
て
、
全
職

員
を
対
象
に
交
通
安
全
講
習

会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
庁
内
で
供
覧
す
る

電
子
掲
示
板
に
お
い
て
注
意

喚
起
、
さ
ら
に
は
事
故
の
事

例
を
活
用
し
た
安
全
啓
発
等

を
通
じ
、
安
全
運
転
に
対
す

る
意
識
付
け
を
実
施
し
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
故
の
状
況

を
踏
ま
え
、
方
向
転
換
時
に

は
、
同
乗
者
が
後
方
確
認
を

す
る
な
ど
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
を
な
く
す
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
い
、
交
通
事
故
の

未
然
防
止
に
努
め
た
い
。

　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
設
置
方
針
と
状
況
は
。

　
既
存
車
両
へ
は
順
次
設

置
を
進
め
、
新
規
車
両
購
入

時
に
は
、
そ
の
附
属
品
と
し

て
仕
様
に
含
め
、
最
終
的
に

は
公
用
車
全
車
へ
の
設
置
を

目
標
と
す
る
。

　

現
在
の
設
置
状
況
は
、
公

用
車
１
６
４
台
中
31
台
で
、

設
置
率
は
約
19
％
だ
が
、
今

補
正
予
算
で
消
防
車
等
36
台

分
の
費
用
を
計
上
し
て
お
り
、

設
置
率
は
約
44
％
と
な
る
。

　

移
動
の
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
に
対
し
、
生
活
を
支

え
る
足
と
な
る
重
要
な
政
策

で
あ
る
。

　
利
用
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

　
　

運
賃
設
定
、
運
行
日
や

予
約
制
乗
合

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

運
行
日
数
等
の
サ
ー
ビ
ス
水

準
は
適
当
で
あ
っ
た
の
か
な

ど
を
検
証
し
、
利
用
促
進
策

と
し
て
、
お
試
し
乗
車
券
の

配
布
や
要
望
、
先
進
地
の
事

例
等
も
参
考
に
、
他
の
サ
ー

ビ
ス
と
の
併
用
や
往
復
割
引

等
、
新
た
な
割
引
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
実
証
実
験
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
長
狭
地
域
に
加
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
地

域
に
対
象
地
域
を
拡
大
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
。

　

一
般
質
問
は
政
策
の
課
題

点
を
浮
き
彫
り
に
し
、
政
策

提
言
と
行
政
執
行
の
監
視
の

面
を
持
っ
て
い
る
。

　
一
般
質
問
で
の
問
題
提

起
や
政
策
提
言
の
答
弁
内
容

を
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
、

具
現
化
に
向
け
定
期
的
に
検

討
、
対
応
し
て
い
る
か
。

　
一
般
質
問
に
対
す
る
答

弁
は
、
議
員
か
ら
の
提
案
や
、

事
業
に
関
す
る
要
望
・
要
請

等
に
対
す
る
市
の
考
え
方
や

行
政
の
方
針
、
方
向
性
を
示

す
も
の
で
、
非
常
に
重
要
度

の
高
い
も
の
と
認
識
を
し
て

お
り
、
以
後
の
行
政
運
営
に

資
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
て
管
理
を
し
、
進
捗

状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

提
案
事
項

一
般
質
問
の
答
弁
内
容

の
具
現
化
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

実証運行中の予約制乗合タクシー実証運行中の予約制乗合タクシー
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
確
約
書
の
改
善
が
必
要
と
考
え
る

　
確
約
書
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、
早
期
の
内
容
改
善
を
求
め
て
い
く

　
自
然
環
境
保
全
協
定
の

締
結
相
手
は
。

　
Ａ
Ｓ
鴨
川
ソ
ー
ラ
ー
パ

ワ
ー
合
同
会
社
、
代
表
社
員
、

一
般
社
団
法
人
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
職
務
執
行
者
、

高
山
知
也
で
あ
る
。

　
特
記
協
定
の
締
結
相
手

は
、
先
の
協
定
と
同
様
、
高

山
知
也
氏
と
な
る
の
か
。
ま

た
、
高
山
知
也
氏
は
各
種
申

請
や
協
定
の
中
で
名
前
が
挙

が
っ
て
い
る
が
、
本
事
業
計

画
に
お
い
て
決
定
権
を
持
つ

立
場
の
方
な
の
か
。

　

議
員
質
問
の
と
お
り
、

Ａ
Ｓ
鴨
川
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー

合
同
会
社
、
代
表
社
員
、
一

般
社
団
法
人
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
職
務
執
行
者
、

高
山
知
也
と
な
る
見
込
み
で

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に

つ
い
て

無所属
佐藤  和幸 議員あ

る
。

　

ま
た
、
当
該
締
結
相
手
は
、

本
事
業
計
画
に
お
け
る
決
定

権
を
持
つ
者
で
あ
る
と
認
識

を
し
て
い
る
。

　
高
山
知
也
氏
は
市
と
の

協
議
の
場
に
出
席
し
て
い
る

の
か
。

　
協
議
に
は
代
理
の
方
が

出
席
し
て
お
り
、
本
人
と
直

接
顔
を
合
わ
せ
て
の
協
議
は

し
て
い
な
い
。

　
自
然
環
境
保
全
協
定
の

中
で
示
さ
れ
て
い
る
管
理
責

任
者
は
誰
か
。

　
先
の
協
定
締
結
相
手
と

同
じ
で
あ
る
。

意
見　
直
接
会
っ
た
こ
と
の

な
い
方
が
管
理
責
任
者
と
い

う
こ
と
に
、
非
常
に
不
安
を

覚
え
る
。
県
だ
け
に
監
視
を

委
ね
ず
、
市
と
し
て
も
し
っ

か
り
対
応
を
し
て
も
ら
い
た

い
。

　
　
す
で
に
市
内
で
稼
働
し

て
い
る
内
浦
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

に
対
し
て
結
ば
れ
た
開
発
協

定
書
の
内
容
は
、
今
回
、
結

ば
れ
た
鴨
川
市
田
原
地
区
に

お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
工

事
着
工
に
関
す
る
協
定
書
に

お
い
て
網
羅
が
さ
れ
て
い
る

と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

　
内
浦
地
区
に
お
け
る
協

定
書
は
、
林
地
開
発
終
了
後

も
引
き
続
き
適
切
な
管
理
が

継
続
さ
れ
る
よ
う
締
結
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
今
般
の
協

定
書
に
お
い
て
も
、
林
地
開

発
終
了
後
の
適
切
な
維
持
管

理
や
災
害
対
応
に
関
す
る
内

容
を
含
ん
で
お
り
、
協
定
の

意
義
と
し
て
は
同
等
で
あ
る

も
の
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
説
明
会
の
中
で
、
鴨
川
市

民
向
け
の
特
別
電
気
プ
ラ
ン

の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い

る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。　

過
去
の
説
明
会
の
中
で

そ
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

事
業
者
か
ら
そ
の
よ
う
な
話

は
な
い
。

　
経
済
産
業
省
の
認
定
状

況
に
つ
い
て
、
事
業
者
か
ら

変
更
申
請
自
体
は
提
出
し
て

い
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
市
と
し
て
根

拠
書
類
等
の
確
認
は
し
て
い

る
か
。

　
根
拠
書
類
は
、
現
時
点

で
は
確
認
が
で
き
て
お
ら
ず
、

事
業
者
に
対
し
提
出
を
求
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
変
更
申
請
中
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
れ
は
現
状
、
変
更

が
完
了
し
て
い
な
い
と
い
う

事
実
で
あ
る
わ
け
で
、
本
事

業
に
お
け
る
発
電
事
業
者
は
、

あ
く
ま
で
も
Ｉ
Ｐ
千
葉
鴨
川

ソ
ー
ラ
ー
発
電
合
同
会
社
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
が
協
定
を
締
結
し
た
、

Ａ
Ｓ
鴨
川
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー

合
同
会
社
は
発
電
事
業
者
と

言
え
な
い
の
で
は
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
認
定
情
報
は
、

あ
く
ま
で
も
シ
ス
テ
ム
情
報

が
最
新
の
も
の
に
更
新
さ
れ

て
い
な
い
だ
け
と
聞
い
て
お

り
、
市
と
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
鴨

川
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
合
同
会

社
と
、
工
事
着
工
に
関
す
る

協
定
書
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
文
書
の

取
り
交
わ

し
を
行
っ

て
い
る
。
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【市長提出議案】
議案番号 件　     　　　　名 付託先 

委員会
委員会の
審査結果

本会議の 
議決結果

議案第 53 号 鴨川市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 総　務 可　決 可決（全会一致）

議案第 54 号 鴨川市行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について 総　務 否　決 否決（賛成少数）

議案第 55 号 鴨川市総合運動施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 建設経済 可　決 可決（全会一致）

議案第 56 号 鴨川市特定教育・保育施設の使用料に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 文教厚生 可　決 可決（全会一致）

議案第 57 号 鴨川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 文教厚生 可　決 可決（全会一致）

議案第 58 号 鴨川市総合交流ターミナルの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 建設経済 可　決 可決（全会一致）

議案第 59 号 鴨川市地域資源総合管理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 建設経済 可　決 可決（全会一致）

議案第 60 号 鴨川オーシャンパークの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 建設経済 可　決 可決（全会一致）

議案第 61 号 鴨川市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 建設経済 可　決 可決（全会一致）

議案第 62 号 不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定について 総　務 可　決 可決（全会一致）

議案第 63 号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に
関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 総　務 可　決 可決（全会一致）

議案第 64 号 令和元年度鴨川市一般会計補正予算（第４号） 予　算 可　決 否決（賛成少数）

議案第 65 号 令和元年度鴨川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 総　務 可　決 可決（全会一致）

議案第 66 号 令和元年度鴨川市介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教厚生 可　決 可決（全会一致）

議案第 67 号 令和元年度鴨川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 総　務 可　決 可決（全会一致）

議案第 68 号 平成 30 年度鴨川市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 建設経済 可決及び
認定

可決及び認定
（全会一致）

議案第 69 号 鴨川市特別職の職員及び一般職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 付託省略 否決（賛成少数）

諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 答申（全会一致）

諮問第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 答申（全会一致）

諮問第５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 答申（全会一致）

認定第１号 平成 30 年度鴨川市一般会計歳入歳出決算の認定について 決　算 認　定 認定（賛成多数）

認定第２号 平成 30 年度鴨川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 総　務 認　定 認定（全会一致）

認定第３号 平成 30 年度鴨川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 文教厚生 認　定 認定（全会一致）

認定第４号 平成 30 年度鴨川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 総　務 認　定 認定（全会一致）

認定第５号 平成 30 年度鴨川市病院事業会計決算の認定について 文教厚生 認　定 認定（賛成多数）

定例会議案等議決結果
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【議員提出議案】
発議案番号 件　     　　　　名 付託先 

委員会
委員会の
審査結果

本会議の 
議決結果

発議案
第 12 号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書について 付託省略 可決（全会一致）

【報　　告】
報告番号 件　     　　　　名 付託先 

委員会
委員会の
審査結果

本会議の 
議決結果

報告第７号 平成 30 年度鴨川市の健全化判断比率について

報告第８号 平成 30 年度鴨川市水道事業会計の資金不足比率について

報告第９号 平成 30 年度鴨川市病院事業会計の資金不足比率について

【請　　願】
請願番号 件　     　　　　名 付託先 

委員会
委員会の
審査結果

本会議の 
議決結果

請願第２号 鴨川市国保病院の建て替え計画に関する請願書 文教厚生 不採択 不採択（賛成少数）

※　○は賛成、×は反対、欠は欠席、退は退席（棄権）、除は除斥、遅は遅刻、早は早退、「－」は議長を表します。
（注）１．議長は、過半数議決の場合は表決に加わりません。ただし、可否同数の場合は裁決権を行使します。また、特別多数議決の場合は、議長は議員と
して表決権を有しています。
（注）２．除斥とは、議会の審議における審議の公正を期するため、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない議員です。

令和元年第３回鴨川市議会定例会議決結果（議員の議案等に対する賛否表）
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 議

決
年
月
日

結　
　
　
　
果

賛　
　
　
　
成

反　
　
　
　
対

秋
山　
貢
輔

長
谷
川
倫
秀

松
井　
寛
徳

本
𠮷　
正
和

杉
田　
　
至

佐
藤　
和
幸

佐
々
木
久
之

川
股　
盛
二

川
﨑　
浩
之

佐
久
間　
章

福
原
三
枝
子

渡
邉　
　
仁

久
保　
忠
一

庄
司　
朋
代

平
松　
健
治

鈴
木　
美
一

渡
辺　
訓
秀

辰
野　
利
文

議 案 第 54 号 × × × × × × × × × × × × × － ○ × × × R1.9.26 原案否決 1 16

議 案 第 64 号 ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ○ × × × － × ○ × ○ R1.9.26 原案否決 8 9

議 案 第 69 号 ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × ○ － 早 ○ × ○ R1.9.26 原案否決 7 9

認 定 第 １ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ R1.9.26 原案認定 16 1

認 定 第 ５ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ × ○ R1.9.26 原案認定 15 2

請 願 第 ２ 号 × × × × × × × × × × × × ○ － × × × × R1.9.26 不採択 1 16

発議案第 12 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 早 ○ ○ ○ R1.9.26 原案可決 16 0

用　語　解　説

★ 1「ＤＭＯ候補法人」とは………

○地域の稼ぐ力を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する観光地
経営の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と
協同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するた
めの戦略を策定するとともに、戦略を着実に実現するための調整機能を
備えた法人のこと。

★ 2「ふるさと納税制度」とは………

○ふるさとや応援したい自治体に寄附ができる制度。寄附者は、手続きをす
ると、所得税や住民税の還付・控除が受けられ、また、返礼品も受けられる。
自治体においては、地域産品のＰＲになるとともに、多くの財源確保が期
待できる。あわせて、地域企業、生産者にとっては、自社の商品のＰＲを
新たな投資をすることなく、首都圏を含む全国に行うことができる。

★ 3「インフルエンサー」とは……… ○世間に大きな影響を与える人物、特にインターネット上のブログやＳＮＳ
などを用いて、人々の消費行動などに強い影響を与える人物のこと。

★ 4「ＳＤＧｓ」とは………
○Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｇｏａｌｓの略。2015
年 9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030ア
ジェンダ」に記載された2016年から2030年までの国際目標のこと。

★ 5「マルチペイメントサービス」
　　　　　　　　　　　 とは………

○各種公共料金や税金などを収納する企業・団体と、金融機関とを結ぶ通
信ネットワークサービスのこと。利用者はＡＴＭやインターネットを通じ
て料金などを支払うことができる。
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令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
８
月
８
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
２
件
の
議
案
に
対
し
、
平
松
健
治
議
員
・
渡
邉
仁
議
員
・
佐
々
木
久
之

議
員
・
佐
藤
和
幸
議
員
・
杉
田
至
議
員
・
本
𠮷
正
和
議
員
・
松
井
寛
徳
議
員
が
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

第２回臨時会議
案
に
対
す
る
質
疑

鴨
川
市
陸
上
競
技
場
天
然
芝
改
修
工
事
に
伴
う
契
約
の
締
結

鴨
川
市
陸
上
競
技
場
天
然
芝
改
修
工
事
に
伴
う
契
約
の
締
結

及
び
令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

及
び
令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

の
２
議
案
に
つ
い
て
可
決

の
２
議
案
に
つ
い
て
可
決

◎
議
案
第
51
号　
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
鴨

川
市
陸
上
競
技
場
天
然
芝
改

修
工
事
）

　
入
札
の
内
容
に
つ
い
て
、

応
札
の
件
数
と
落
札
率
は
。

　

２
業
者
の
応
札
が
あ
り
、

落
札
率
は
99
・
３
％
で
あ
る
。

　
井
戸
の
新
設
目
的
は
。

　

芝
生
管
理
用
の
水
の
散

布
の
た
め
で
あ
り
、
井
戸
水

の
利
用
に
よ
り
水
道
料
金
に

か
か
る
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
水
道
水
を
使
用
す
る
場

合
と
比
べ
て
、
年
間
ど
の
程

度
の
費
用
を
節
約
で
き
る
の

か
。　

年
間
最
大
８
０
０
０
ト

ン
の
地
下
水
の
使
用
を
予
定

し
て
お
り
、
２
６
０
万
円
相

当
額
が
削
減
で
き
る
。

　
既
存
の
芝
の
再
利
用
を

考
え
て
い
る
か
。

　

原
則
、
粉
砕
処
理
を
予

定
し
て
い
る
が
、
公
共
施
設

な
ど
で
使
用
す
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
利
用
で
き
る
よ
う

な
形
で
検
討
し
た
い
。

　
陸
上
の
円
盤・ハ
ン
マ
ー

投
げ
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
内

競
技
に
支
障
は
な
い
の
か
。

　
　

芝
の
養
生
期
間
以
外
で

あ
れ
ば
支
障
は
な
い
。

　
芝
の
張
り
替
え
後
の
雑

草
処
理
な
ど
の
維
持
管
理
は
。

　

現
在
よ
り
３
倍
か
ら
４

倍
程
度
、
作
業
労
力
が
増
え

る
が
、
適
正
な
管
理
に
努
め

た
い
。

◎
議
案
第
52
号　
令
和
元
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
中
継
施
設
整
備
運
営
事

業
に
つ
い
て
、
事
業
期
間
が

ず
れ
込
む
こ
と
に
よ
り
、
運

搬
費
な
ど
の
財
政
負
担
額
に

変
わ
り
は
な
い
か
。

　

今
回
、
先
送
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
６
市
１
町
の
広

域
ご
み
処
理
施
設
が
完
成
す

る
ま
で
の
期
間
内
の
運
搬
費

に
つ
い
て
は
、
当
初
の
計
画

よ
り
安
価
に
な
る
。

　
期
間
が
ず
れ
込
ん
だ
理

由
は
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
大
阪
万
博
な
ど
の
開
催
に

よ
る
影
響
で
、
材
料
の
納
入

時
期
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
、

用
地
確
保
に
伴
う
許
可
申
請

が
長
期
化
す
る
こ
と
な
ど
が

懸
念
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
現
在
の
ご
み
処
理
施
設

の
稼
動
延
長
に
伴
う
、
財
政

負
担
は
。

　

外
部
へ
搬
出
す
る
か
、

施
設
を
修
繕
し
な
が
ら
処
理

す
る
の
か
本
市
に
と
っ
て
安

価
な
方
式
を
選
択
し
て
い
き

た
い
。

　
用
地
の
確
保
期
間
、
施

設
の
建
設
期
間
と
し
て
ど
の

程
度
の
期
間
を
設
け
て
い
る

の
か
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
令

和
４
年
５
月
ま
で
の
26
ヵ
月

を
予
定
し
て
い
る
。

　

事
業
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
再
公
告
及
び
募
集
要
項
の

再
公
表
を
行
い
、
事
業
参
加

資
格
申
請
書
合
格
者
の
選
定
、

対
面
的
対
話
の
実
施
、
技
術

提
案
書
の
受
け
付
け
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
経
て
、
優
先
交
渉
権

の
決
定
を
本
年
末
ま
で
に
行

う
予
定
で
あ
る
。

　

広
域
廃
棄
物
処
理
事
業

に
対
す
る
影
響
は
な
い
か
。

　

広
域
廃
棄
物
処
理
施
設

は
、
令
和
９
年
度
の
稼
動
を

予
定
し
て
お
り
影
響
は
な
い
。

　
広
域
廃
棄
物
処
理
事
業

に
つ
い
て
、
各
自
治
体
が
支

払
う
処
理
委
託
料
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

天然洋芝に改修される陸上競技場天然洋芝に改修される陸上競技場
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【市長提出議案】

議案番号 件　     　　　　名 付託先 
委員会

委員会の
審査結果

本会議の
議決結果

議案第 51 号 工事請負契約の締結について
（鴨川市陸上競技場天然芝改修工事） 付託省略 可決（全会一致）

議案第 52 号 令和元年度鴨川市一般会計補正予算（第３号） 付託省略 可決（全会一致）

臨時会議案議決結果

　
　

建
設
費
、
人
件
費
、
施

設
の
稼
動
後
に
支
払
う
ご
み

の
処
理
に
関
す
る
運
営
費
、

そ
れ
ら
全
て
を
含
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

◎
議
案
第
51
号　
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
鴨

川
市
陸
上
競
技
場
天
然
芝
改

修
工
事
）

賛
成　
平
松　
健
治　
議
員

　

今
回
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

予
算
確
保
の
際
、
現
下
の
財

政
状
況
を
案
じ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
声
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
質
疑
で
明
ら
か
の

よ
う
に
、
予
算
を
目
い
っ
ぱ

い
使
っ
て
の
事
業
実
施
と
な

る
。

　

議
員
か
ら
の
質
疑
で
出
た

点
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

事
業
が
適
正
に
管
理
さ
れ
た

も
と
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

お
願
い
し
、
賛
成
の
討
論
と

す
る
。

　
令
和
元
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
10
月
24
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
々
木
久
之
議
員
及
び
福
原
三

枝
子
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

の
修
正
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
２
件
の
議
案
及
び
修
正
案
に
対
し
、
鈴
木
美
一
議
員
・
平
松
健
治
議
員
・

久
保
忠
一
議
員
・
渡
邉
仁
議
員
・
福
原
三
枝
子
議
員
・
川
﨑
浩
之
議
員
・
佐
藤
和

幸
議
員
・
杉
田
至
議
員
・
秋
山
貢
輔
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

第３回臨時会議
案
に
対
す
る
質
疑

令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

及
び
令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６

及
び
令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６

号
）
の
２
議
案
に
つ
い
て
可
決

・
承
認

号
）
の
２
議
案
に
つ
い
て
可
決

・
承
認

◎
議
案
第
70
号　
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
令
和
元
年
度
鴨
川
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
））

　

災
害
廃
棄
物
処
理
事

業
費
１
億
８
８
０
９
万
２
０

０
０
円
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
の
処
分
量
を
見
込
ん
だ

も
の
か
、
ま
た
、
事
業
費
が

不
足
し
た
場
合
の
対
応
は
。

　

処
分
量
３
０
０
０
ト
ン

を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

事
業
費
が
不
足
し
た
場
合

は
、
補
正
予
算
で
対
応
す
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
被
災

ご
み
で
あ
り
、
一
般
廃
棄
物

で
あ
れ
ば
国
庫
補
助
金
の
対

象
と
な
る
。

　
被
災
住
宅
応
急
修
理
支

援
事
業
費
２
９
７
５
万
円
に

つ
い
て
、
事
業
内
容
は
。

　

災
害
救
助
法
に
基
づ
き
、

半
壊
以
上
の
住
宅
被
害
を
受

け
た
方
に
対
し
て
最
大
59
万

５
０
０
０
円
ま
で
の
応
急
修

理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
対

象
は
、
台
風
被
害
に
直
接
関

係
す
る
修
理
の
み
で
あ
る
。

　

防
災
行
政
無
線
施
設

維
持
管
理
事
業
費
５
９
４
万

円
に
つ
い
て
、
同
じ
事
業
名

で
別
に
災
害
経
費
１
１
３
万

３
０
０
０
円
と
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
は
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
３
０
０
台

の
購
入
と
台
風
15
号
に
よ
り

故
障
し
た
防
災
行
政
無
線
の

子
局
基
盤
の
修
繕
で
あ
る
。

　
今
回
の
大
規
模
災
害
で
、

情
報
の
伝
達
手
段
と
し
て
重

防災ラジオ防災ラジオ
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要
な
防
災
行
政
無
線
が
停
電

に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
が
、
今
後
の
対
策
は
。

　

現
在
導
入
し
て
い
る
防

災
行
政
無
線
子
局
の
バ
ッ
テ

リ
ー
の
変
更
な
ど
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
台
風
や
暴
風

雨
の
際
で
も
、
家
の
中
で
情

報
が
受
信
で
き
る
防
災
ラ
ジ

オ
や
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
推

進
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

広
報
車
に
よ
る
情
報
の
周
知

を
行
う
な
ど
、
情
報
の
多
重

化
を
図
っ
て
い
く
。

　
今
後
の
被
災
者
の
皆
様

へ
の
各
種
支
援
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く

の
か
。

　

支
援
策
を
わ
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
う
え
で
、
全
戸

配
布
、
あ
る
い
は
公
共
施
設

で
の
配
布
等
の
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

　
特
定
空
家
対
策
事
業
費

（
災
害
経
費
）
54
万
１
０
０
０

円
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
は
。

　

今
回
の
台
風
15
号
に
よ

り
被
災
し
た
空
き
家
に
関
す

る
相
続
人
の
調
査
と
相
続
関

係
説
明
図
の
作
成
を
行
う
も

の
で
、
対
象
は
20
件
で
あ
る
。

　
小
学
校
施
設
維
持
管
理

事
業
費
１
８
０
０
万
円
に
つ

い
て
、
今
後
予
定
す
る
施
設

修
繕
費
も
含
ん
だ
も
の
か
。

　

今
回
の
台
風
15
号
に
よ

り
被
災
し
た
施
設
の
修
繕
費

の
み
で
あ
る
。

◎
議
案
第
71
号　
令
和
元
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

　
小
湊
小
・
中
学
校
跡
地

等
活
用
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
予
定
地
に
お
け
る
津
波
等

に
対
す
る
安
全
対
策
は
。

　

事
業
予
定
地
に
は
、
地

域
の
皆
様
の
要
望
に
よ
り
整

備
し
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が

あ
り
、
こ
れ
は
一
つ
の
強
み

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
事
業
計
画
の
中
で
も
、
避

難
所
、
あ
る
い
は
避
難
場
所

の
確
保
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　
基
本
設
計
と
実
施
設
計

の
金
額
と
内
容
は
。

　

基
本
設
計
は
７
１
２
万

８
９
８
２
円
、
全
体
額
の

23
・
８
％
で
あ
り
、
基
本
計

画
で
示
さ
れ
た
設
計
に
必
要

と
さ
れ
る
事
項
を
整
理
し
た

う
え
で
、
基
本
的
な
レ
イ
ア

ウ
ト
、
備
え
る
べ
き
機
能
や

設
備
、
内
外
の
デ
ザ
イ
ン
等

を
基
本
設
計
図
書
と
し
て
ま

と
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
実
施
設
計
は
２
２

７
７
万
７
３
３
５
円
、
全
体

額
の
76
・
２
％
で
あ
り
、
基

本
設
計
図
書
に
基
づ
い
た
工

事
施
工
を
考
慮
し
た
詳
細
な

設
計
図
面
の
作
成
と
具
体
的

な
積
算
業
務
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

　
合
宿
施
設
と
し
て
整
備

す
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

　

旧
小
湊
小
学
校
校
舎
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
敷
地
内

に
二
つ
の
屋
内
運
動
場
、
そ

し
て
、
そ
の
一
つ
は
柔
剣
道

に
も
使
え
る
施
設
で
あ
る
こ

と
を
強
み
と
し
、
こ
れ
ま
で

の
お
客
様
で
は
な
い
潜
在
需

要
の
掘
り
起
こ
し
、
新
た
な

誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
一
緒
に
整
備
す
る

屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
本
市
に
非
常
に
少

な
か
っ
た
室
内
競
技
で
の
合

宿
、
あ
る
い
は
音
楽
、
ダ
ン

ス
等
の
合
宿
に
つ
い
て
も
利

用
で
き
る
も
の
と
な
る
こ
と

か
ら
、
近
隣
の
宿
泊
施
設
に

お
い
て
も
、
こ
の
施
設
を
広

く
活
用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
宿
泊
ニ
ー
ズ
の

掘
り
起
こ
し
に
つ
な
げ
ら
れ

る
も
の
と
考
え
る
。

　
今
後
、
宿
泊
関
係
事
業

者
や
市
民
の
方
を
含
め
た
協

議
の
場
を
設
け
る
考
え
は
。

　

宿
泊
関
係
事
業
者
と
の

協
議
は
、
基
本
設
計
の
段
階

か
ら
お
願
い
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
基
本
設
計
が
ま
と

ま
っ
た
段
階
で
、
地
域
の
皆

様
、
関
係
者
の
皆
様
に
も
改

め
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
日
蓮
聖
人
生
誕
８
０
０

年
祭
と
の
関
係
は
。

　

日
蓮
聖
人
御
降
誕
８
０

０
年
観
光
客
誘
致
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
観
光
客
の
誘
致

活
動
を
進
め
る
な
ど
、
小
湊

地
区
の
活
性
化
の
機
運
が
高

ま
っ
て
お
り
、
今
回
整
備
す

る
施
設
を
地
域
の
新
た
な
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

●
議
案
第
71
号
の
修
正
案

　
令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）（
当

該
予
算
の
う
ち
、
遊
休
施
設

活
用
推
進
事
業
に
係
る
「
設

計
委
託
料
２
９
９
０
万
７
０

０
０
円
」
を
「
０
千
円
」
等

と
す
る
修
正
案
）

修
正
案
提
出
者
に
対
す
る
問

　
小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
、
９
月

定
例
会
に
お
い
て
基
本
設
計

と
実
施
設
計
を
分
け
る
べ
き

と
の
討
論
を
さ
れ
た
が
、
そ

の
理
由
は
。

　

基
本
設
計
で
施
設
に
必

要
な
機
能
や
設
備
な
ど
の
基

本
的
事
項
を
設
定
し
、
関
係

団
体
、
地
域
の
皆
様
の
意
見

を
聞
い
た
後
に
、
実
施
設
計

に
移
り
、
そ
の
中
で
工
事
概

要
や
工
事
費
の
内
訳
を
作
成

し
た
方
が
、
よ
り
丁
寧
で
皆

様
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
る

と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

津波避難タワー津波避難タワー
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●
議
案
第
71
号
の
修
正
案

　
令
和
元
年
度
鴨
川
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

反
対　
鈴
木　
美
一　
議
員

　

日
蓮
聖
人
生
誕
８
０
０
年

祭
を
前
に
、
小
湊
地
区
を
盛

り
上
げ
て
、
ぜ
ひ
本
市
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
。

賛
成　
松
井　
寛
徳　
議
員

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、

天
津
小
湊
小
学
校
屋
内
運
動

場
改
修
事
業
を
は
じ
め
、
県

営
ほ
場
整
備
事
業
や
教
育
・

保
育
施
設
障
害
児
等
受
入
促

進
事
業
な
ど
、
市
民
生
活
の

福
祉
向
上
に
向
け
、
早
急
に

執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
以
上
補
正
予
算
を
遅
ら
せ

る
こ
と
は
、
市
に
と
っ
て
も

市
民
に
と
っ
て
も
望
む
も
の

で
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
小
湊
小・

中
学
校
跡
地
等
活
用
事
業
に

つ
い
て
は
、
反
対
で
は
な
い

が
、
運
営
、
収
支
等
も
含
め
、

し
っ
か
り
と
協
議
し
た
う
え

で
、
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。

反
対　
秋
山　
貢
輔　
議
員

　

小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
跡

地
活
用
検
討
会
議
、
１
０
０

人
会
議
で
１
年
以
上
を
か
け

て
で
き
あ
が
っ
た
内
容
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。
地
元
の

皆
様
、
１
０
０
人
会
議
に
関

わ
っ
て
い
る
皆
様
の
声
を
代

弁
す
る
と
、
修
正
案
に
賛
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

賛
成　
佐
藤　
和
幸　
議
員

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、

天
津
小
湊
小
学
校
屋
内
運
動

場
改
修
事
業
な
ど
、
地
域
の

方
が
求
め
て
い
る
事
業
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
９
月
定

例
会
で
も
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
一
括
し
て
反
対
す
る
こ

と
は
本
意
で
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
小
湊
小・

中
学
校
跡
地
等
活
用
事
業

に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
に

入
る
前
の
段
階
で
、
改
め
て

関
係
団
体
や
市
民
の
皆
様
と

し
っ
か
り
と
協
議
し
た
う
え

で
、
丁
寧
に
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
る
。

賛
成　
久
保　
忠
一　
議
員

　

小
湊
小
・
中
学
校
跡
地
等

活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
当

然
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
よ
り
慎
重

で
綿
密
な
計
画
を
再
度
、
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
。

◎
議
案
第
71
号　
令
和
元
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

賛
成　
本
𠮷　
正
和　
議
員

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、

事
業
促
進
を
願
う
２
６
０
０

名
を
超
え
る
署
名
も
集

ま
っ
た
天
津
小
湊
小
学
校

屋
内
運
動
場
改
修
事
業
費

２
億
６
９
９
０
万
円
や
県
営

鴨
川
漁
港
内
に
あ
る
、
か
も

が
わ
マ
リ
ー
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の

落
橋
防
止
工
事
等
に
係
る
県

営
漁
港
広
域
漁
港
整
備
事
業

負
担
金
１
４
７
０
万
円
な
ど

真
に
必
要
な
事
業
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　

財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
中

で
は
あ
る
が
、
行
財
政
改
革

を
進
め
な
が
ら
、
事
業
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

賛
成
と
す
る
。

【市長提出議案】
議案番号 件　     　　　　名 付託先 

委員会
委員会の
審査結果

本会議の 
議決結果

議案第 70 号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度鴨川市一般会計補正予算（第５号）） 付託省略 承認（全会一致）

議案第 71 号 令和元年度鴨川市一般会計補正予算（第６号） 付託省略 可決（賛成多数）

【議員提出修正案】
議案番号 件　     　　　　名 付託先 

委員会
委員会の
審査結果

本会議の 
議決結果

議案第 71 号 令和元年度鴨川市一般会計補正予算（第６号）の修正案 付託省略 否決（賛成少数）

臨時会議案等議決結果

※　○は賛成、×は反対、欠は欠席、退は退席（棄権）、除は除斥、遅は遅刻、早は早退、「－」は議長を表します。
（注）１．議長は、過半数議決の場合は表決に加わりません。ただし、可否同数の場合は裁決権を行使します。また、特別多数議決の場合は、議長は議員と
して表決権を有しています。
（注）２．除斥とは、議会の審議における審議の公正を期するため、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない議員です。

令和元年第３回鴨川市議会臨時会議決結果（議員の議案等に対する賛否表）
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 議

決
年
月
日

結　
　
　
　
果

賛　
　
　
　
成

反　
　
　
　
対

秋
山　
貢
輔

長
谷
川
倫
秀

松
井　
寛
徳

本
𠮷　
正
和

杉
田　
　
至

佐
藤　
和
幸

佐
々
木
久
之

川
股　
盛
二

川
﨑　
浩
之

佐
久
間　
章

福
原
三
枝
子

渡
邉　
　
仁

久
保　
忠
一

庄
司　
朋
代

平
松　
健
治

鈴
木　
美
一

渡
辺　
訓
秀

辰
野　
利
文

議案第 71 号の修正案 × × ○ × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ － × × ○ × R1.10.24 原案否決 8 9

議 案 第 71 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ R1.10.24 原案可決 16 1
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　初めて校門を通った春から１年たち、私
たちは２年生へと進級しました。部活動や
勉強が今まで以上に大変になってきた中、私
は評議会や体育祭の応援団に挑戦しました。
　５月の宿泊学習、10月の体育祭どちらも
昨年と違う立場で参加したので、大変だった
こともあったけれど、全員で団結して最高
の思い出をつくることができたと思います。
しかし、楽しむことだけでなく「感謝の心」

を持つべきだと思いました。一つ一つのことに感謝を忘れず、全
員が物事を大事に、そしてよりよくしていければ今よりもっと良
い学年、学校になると思います。鴨川中学校２年生として、そう
いう学年、学校を創って行きたいと考えています。

鴨川中学校
2年
山口　順大さん

　このコーナーでは、市内の中学生の
日ごろ感じていることや将来の夢など
を紹介します。鴨川市議会は、そういっ
た思いを後押ししていきます。

感謝と目標

台風 15 号で感じたこと

14

議 会 報 編 集 委 員 会
委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃〃

杉　

田　
　
　

至

佐　
藤　
和　
幸

庄　
司　
朋　
代

佐
久
間　
　
　
章

本　
𠮷　
正　
和

松　
井　
寛　
徳

長
谷
川　
倫　
秀

秋　
山　
貢　
輔

　
９
月
９
日
の
台
風
15
号
、
10

月
12
日
の
台
風
19
号
、
そ
し
て

10
月
25
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
千

葉
県
を
は
じ
め
東
日
本
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
本
市

に
お
い
て
も
長
期
間
の
停
電
や

断
水
、
家
屋
損
壊
、
農
林
水
産

業
や
観
光
・
商
工
業
な
ど
へ
の

深
刻
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
市
議
会
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
一
連
の
災
害
に
速
や
か
に

対
処
す
る
た
め
、
国
や
県
か
ら

の
支
援
策
を
盛
り
込
ん
だ
復

旧
・
復
興
予
算
を
10
月
24
日
の

第
３
回
臨
時
会
で
承
認
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
を
教
訓
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
施
策
を

根
本
か
ら
見
直
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
が
図

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
議
会
報
編
集
委
員
会
一
同
）

令和元年第３回定例会の会議録は、
１２月中旬ごろ掲載予定です。

電話　04-7093-7825
FAX　04-7093-7848

市役所市役所
気軽に

お問合せは議会事務局まで。

気軽に

市政情報コーナーにて市政情報コーナーにて

いつでも
いつでも

第4回定例会は
11月29日（金）

より開会しています

1番のおすすめは、議場の傍聴席。団
体・グループでの傍聴もできます。
また、議場にて議案書等の貸し出しを
行っています。

正面玄関から入ってすぐ左手。モニタ
ーで生中継がご覧になれます。

ご自宅のパソコンで、議会審議の様子
がライブ中継と録画中継でご覧になれ
ます。

過去の会議録は、市議会ホームページ
や図書館、公民館でご覧ください。

　９月９日に台風 15 号が千葉県に直撃し
て、僕の住む地域では、かわらが飛んだり、
停電や断水が２週間以上続いたりしました。
僕は今回自分が住んでいる地域が被災地にな
り思ったことがあります。それは、「地域の
ために、僕に何かできることがないか」とい
うことです。その思いから 10日に長狭中の
校庭を片付けに行きました。実際やってみて、

重い倒木や飛んできた物を運ぶのはとても大変でしたが、自分に
もできることがあると知ることができました。
　地域はだんだんと復旧してきてはいますが、まだ倒木やビニー
ルシートをかぶせた建物があるので、もっとできることがあれば
手伝いたいです。

長狭中学校
2年
石谷　遼人さん


